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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光フェルールの長さ方向に沿って嵌合光フェルールと嵌合するように適合されている光
フェルールであって、前記光フェルールが、
　前記光フェルールの厚さ方向に沿った厚さと、
　前記嵌合光フェルールの対応する整列特徴部と嵌合するための第１の整列特徴部及び第
２の整列特徴部を備え、前記光フェルールは、光を受光し、伝送するように適合され、前
記第１の整列特徴部は、一定のサイズ及び一定の形状を有する開口部を画定し、前記第２
の整列特徴部が圧縮可能であり、
　前記第１の整列特徴部と前記第２の整列特徴部とが、前記光フェルールの少なくとも前
記長さ方向及び前記厚さ方向に沿って互いに対してオフセットしており、
　前記第２の整列特徴部が、非圧縮状態及び圧縮状態を有し、前記圧縮可能な第２の整列
特徴部を、前記第１の整列特徴部の前記開口部のサイズ及び形状を有する物体の開口部に
挿入すると、前記第２の整列特徴部が前記非圧縮状態から前記圧縮状態に圧縮され
　前記第２の整列特徴部が、第１の従順特徴部及び第２の従順特徴部を含み、前記第１の
従順特徴部が、前記第２の整列特徴部の本体の第１の側部に取り付けられた第１の固定端
を有する第１の可撓性アーム及び反対側の第１の自由端を含み、前記第２の従順特徴部が
、前記本体の前記第１の側部の反対側の第２の側部に取り付けられた第２の固定端を有す
る第２の可撓性アーム及び反対側の第２の自由端を含み、前記第２の整列特徴部が前記圧
縮状態である時には、前記第１の自由端と前記第２の自由端とが、第１の距離だけ離れて
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おり、前記第２の整列特徴部が前記非圧縮状態である時には、前記第１の自由端と前記第
２の自由端とが、前記第１の距離よりも大きい第２の距離だけ離れている、光フェルール
。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　例えば、ピン及びスリーブコネクタを使用することによって、電気構成要素又は光学構
成要素の整列を達成することができる。２つの構成要素の整列の精度は、典型的には、両
方の構成要素上の全ての整列特徴部の累積許容誤差に制限される。典型的には、従来のコ
ネクタでは、十分な整列精度を達成するために、厳密な許容誤差が求められる。
【０００２】
　光コネクタは、光導波路を受け入れ、固定するためのエレメントと、光導波路からの光
に作用するためのエレメントと、光フェルールを嵌合フェルールに整列させるための特徴
部とを含む、光フェルールを含むことができる。
【発明の概要】
【０００３】
　本明細書のいくつかの態様において、本体と、本体の第１の側部に取り付けられた第１
の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームと、第１の可撓性アーム
の反対側にあり、本体の第１の側部の反対側の第２の側部に取り付けられた第２の固定端
及び反対側の第２の自由端を有する第２の可撓性アームと、を備える光フェルールが提供
される。本体は、その中で光信号を伝搬するための光学的に透明な部分を含む。光フェル
ールが嵌合フェルールと嵌合する時、第１の可撓性アーム及び第２の可撓性アームは、本
体のそれぞれ第１の側部及び第２の側部から離れるように撓曲し、第１の自由端及び第２
の自由端が嵌合フェルールに接触する。
【０００４】
　本明細書のいくつかの態様において、ハウジングと、嵌合コネクタのハウジングに取り
付けられた対応する１つ以上の整合特徴部に係合するためのハウジングに取り付けられた
１つ以上の整列特徴部と、少なくとも部分的にハウジング内に配設された一体型光フェル
ールとを含む光コネクタが提供される。一体型光フェルールは、複数の光導波路を受け入
れ、整列させ、そこに永続的に取り付けるための光導波路整列部材と、光フェルール内を
伝搬する光の方向を変えるための光リダイレクト部材と、光フェルールの両側にある第１
の可撓性整列特徴部及び第２の可撓性整列特徴部とを含み、コネクタが嵌合光フェルール
を含む嵌合コネクタと嵌合する時に、第１の可撓性整列特徴部と第２の可撓性整列特徴部
とが互いから離れるように撓曲し、それぞれの第１の接触点及び第２の接触点において嵌
合光フェルールに係合する。
【０００５】
　本明細書のいくつかの態様において、本体と、本体の両側にあり、本体から離間してい
る対向するアームを含む光フェルールが提供される。各アームは、本体に取り付けられた
固定端及び反対側の自由端を有する。光フェルールが嵌合フェルールと嵌合する時に、ア
ームのうちの少なくとも１つは、本体から離れるように撓曲し、両方の自由端が嵌合フェ
ルールに接触する。
【０００６】
　本明細書のいくつかの態様において、本体と第１の可撓性アームとを含む光フェルール
が提供される。
【０００７】
　第１の可撓性アームは、本体に取り付けられた第１の固定端と、本体に隣接し、本体か
ら離間している反対側の第１の自由端とを有する。光フェルールが嵌合フェルールと嵌合
する時に、第１の可撓性アームは、本体から離れるように撓曲し、第１の自由端が嵌合フ
ェルールに接触する。光フェルールは、光を受光し、伝送するように適合されている。
【０００８】
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　本明細書のいくつかの態様において、嵌合面において嵌合方向に沿って嵌合コネクタと
嵌合するように適合されている光コネクタが提供される。光コネクタは、少なくとも１つ
の撓曲素子を有し、光コネクタが嵌合コネクタと嵌合する時に、少なくとも１つの撓曲素
子が撓曲し、嵌合コネクタと接触し、光コネクタ及び嵌合コネクタは、嵌合面において互
いに対して滑動するように適合されている。
【０００９】
　本明細書のいくつかの態様において、嵌合方向に沿った第２のフェルールへの第１のフ
ェルールの嵌合を容易にするための整列フレームが提供される。整列フレームは、ベース
と、ベースの対向する端部から前方に延びている、対向する第１のアームと第２のアーム
と、第１のアームの内側面に配設され、かつ、第２のアームに面した、離間している第１
の可撓性特徴部と第２の可撓性特徴部と、第２のアームの内面に配設され、かつ、第１の
アームに面した、離間している第３の可撓性特徴部と第４の可撓性特徴部とを含む。整列
フレームが第２のフェルールへの第１のフェルールの嵌合を容易にし、その結果、第１の
フェルールが第２のフェルールに嵌合した時には、対向する第１の可撓性特徴部と第３の
可撓性特徴部が撓曲して第１のフェルールと接触し、対向する第２の可撓性特徴部と第４
の可撓性特徴部が撓曲して第２のフェルールと接触する。
【００１０】
　本明細書のいくつかの態様において、嵌合光フェルールの対応する整列特徴部と嵌合す
るための第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部を含む光フェルールが提供される。第１
の整列特徴部及び第２の整列特徴部の一方が圧縮可能又は拡張可能であり、光フェルール
は、光を受光し、伝送するように適合されている。
【００１１】
　本明細書のいくつかの態様において、一定のサイズ及び一定の形状を有する第１の特徴
部と、拡張可能な開口部を画定する第２の特徴部とを含む光フェルールが提供される。拡
張可能な開口部は、非拡張状態及び拡張状態を有し、第１の特徴部のサイズ及び形状を有
する物体を拡張可能な開口部に挿入すると、開口部が非拡張状態から拡張状態に拡張され
る。光フェルールは、光を受光し、伝送するように適合されている。
【００１２】
　本明細書のいくつかの態様において、開口部を画定する第１の特徴部と、圧縮可能な第
２の特徴部とを含む光フェルールが提供される。開口部は、一定のサイズ及び一定の形状
を有し、圧縮可能な第２の特徴部は、非圧縮状態及び圧縮状態を有する。圧縮可能な第２
の特徴部を、第１の特徴部の開口部のサイズ及び形状を有する物体の開口部に挿入すると
、第２の特徴部が非圧縮状態から圧縮状態へと圧縮される。光フェルールは、光を受光し
、伝送するように適合されている。
【００１３】
　本明細書のいくつかの態様において、光を受光し、伝送するように適合されており、か
つ、フェルール嵌合方向に沿って嵌合光フェルールと嵌合するように適合されている光フ
ェルールが提供される。光フェルールは、嵌合光フェルールの対応する第１の整列特徴部
に係合するための第１の整列特徴部と、嵌合光フェルールの対応する第２の整列特徴部に
係合するための第２の整列特徴部とを含む。第１の整列特徴部は、のフェルール嵌合方向
に沿った第１の場所に配置されており、第２の整列特徴部は、フェルール嵌合方向に沿っ
た実質的に異なる第２の場所に配置されている。光フェルールがフェルール嵌合方向に沿
って嵌合光フェルールと嵌合する時、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部は、嵌合光
フェルールの対応する第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部に、実質的に同時に係合す
る。
【００１４】
　本明細書のいくつかの態様において、光フェルールであって、光フェルールの長さ方向
に沿って嵌合光フェルールと嵌合するように適合されている光フェルールが提供される。
光フェルールは、光フェルールの厚さ方向に沿った厚さと、第１の整列特徴部であって、
第１の整列特徴部の第１の接触領域において嵌合光フェルールの対応する第１の整列特徴



(4) JP 6971240 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

部に接触するための第１の整列特徴部と、第２の整列特徴部であって、第２の整列特徴部
の第２の接触領域において嵌合光フェルールの対応する第２の整列特徴部に接触するため
の第２の整列特徴部とを有する。第１の接触領域と第２の接触領域とは、少なくとも光フ
ェルールの長さ方向及び厚さ方向に沿って互いに対してオフセットしている。
【００１５】
　本明細書のいくつかの態様において、嵌合光フェルールの対応する整列特徴部に係合す
るための第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部を含む光フェルールが提供される。光フ
ェルールは、光フェルールの直交する２つの寸法の各々に沿って嵌合光フェルールと嵌合
するように適合されている。
【００１６】
　本明細書のいくつかの態様において、嵌合光フェルールの対応する整列特徴部に係合す
るための第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部を含む光フェルールが提供される。光フ
ェルールが嵌合光フェルールと嵌合している時は、光フェルールが、光フェルールの第１
の寸法に沿った嵌合光フェルールに対する光フェルールの移動によって、嵌合光フェルー
ルから嵌合解除されるように適合されており、光フェルールが嵌合フェルールと嵌合して
いる時は、光フェルールが、光フェルールの第１の寸法に直交する第２の寸法に沿った嵌
合フェルールに対する光フェルールの移動によって、嵌合フェルールから嵌合解除される
ように適合されている。
【００１７】
　本明細書のいくつかの態様において、一定のサイズ及び一定の形状を有する第１の整列
特徴部と、開口部を画定する第２の整列特徴部とを含む光フェルールが提供される。第２
の整列特徴部は、第１の状態及び第１の状態とは異なる第２の状態を有する第１の従順特
徴部を含む。第１の整列特徴部のサイズ及び形状を有する物体を開口部に挿入すると、第
１の従順特徴部を第１の状態から第２の状態へと変える。光フェルールは、光を受光し、
伝送するように適合されている。
【００１８】
　本明細書のいくつかの態様において、開口部を画定する第１の整列特徴部と、第２の整
列特徴部とを含む光フェルールが提供される。開口部は、一定のサイズ及び一定の形状を
有し、第１の従順特徴部は、第１の状態及び第１の状態とは異なる第２の状態を有する。
第２の整列特徴部を、第１の整列特徴部の開口部のサイズ及び形状を有する物体の開口部
に挿入すると、第１の従順特徴部が第１の状態から第２の状態へと変化する。光フェルー
ルは、光を受光し、伝送するように適合されている。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１Ａ】フェルールの概略平面図である。
【図１Ｂ】嵌合している２つのフェルールを含むフェルールアセンブリの概略平面図であ
る。
【図１Ｃ】図１Ｂのフェルールアセンブリの概略側面図である。
【図１Ｄ】フェルールの概略平面図である。
【図２Ａ】コネクタの概略平面図である。
【図２Ｂ】図２Ａのコネクタの概略側面図である。
【図２Ｃ】コネクタの概略平面図である。
【図３Ａ】嵌合している２つのコネクタの概略平面図である。
【図３Ｂ】図３Ａの嵌合しているコネクタの概略側面図である。
【図３Ｃ】嵌合している２つのコネクタの概略平面図である。
【図４Ａ】フェルールの上面図である。
【図４Ｂ】図４Ａのフェルールの正面斜視図である。
【図５Ａ】嵌合している２つのフェルールを含むフェルールアセンブリの斜視図である。
【図５Ｂ】図５Ａのフェルールアセンブリの上面図である。
【図５Ｃ】図５Ａのフェルールアセンブリの底面図である。
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【図５Ｄ】図５Ａのフェルールアセンブリの背面図である。
【図５Ｅ】図５Ａのフェルールアセンブリの正面図である。
【図６Ａ】整列フレームの概略上面図である。
【図６Ｂ】整列フレームの概略上面図である。
【図６Ｃ】整列フレームの概略上面図である。
【図７Ａ】第１のフェルールと第２のフェルールとの嵌合を容易にするように構成されて
いる整列フレームの斜視図である。
【図７Ｂ】第１のフェルールと第２のフェルールとの嵌合を容易にするように構成されて
いる整列フレームの上面図である。
【図７Ｃ】整列フレーム、並びに、嵌合している第１のフェルール及び第２のフェルール
の上面図である。
【図８Ａ】整列フレームの斜視図である。
【図８Ｂ】第１のフェルールと係合している、図８Ａの整列フレームの一部分の斜視図で
ある。
【図８Ｃ】第１のフェルールと係合しており、第２のフェルールへの第１のフェルールの
嵌合を容易にするように配置された、図８Ａの整列フレームの斜視図である。
【図９Ａ】フェルールの概略平面図である。
【図９Ｂ】フェルールの概略平面図である。
【図１０】嵌合している２つのフェルールを含むフェルールアセンブリの上面斜視図であ
る。
【図１１Ａ】嵌合している２つのフェルールを含むフェルールアセンブリの上面斜視図で
ある。
【図１１Ｂ】図１１Ａのフェルールアセンブリの底面斜視図である。
【図１２Ａ】フェルールの概略平面図である。
【図１２Ｂ】図１２Ａのフェルールの概略側面図である。
【図１３Ａ】フェルールの概略平面図である。
【図１３Ｂ】図１３Ａのフェルールの概略側面図である。
【図１４】フェルールアセンブリの概略上面図である。
【図１５Ａ】フェルールの概略平面図である。
【図１５Ｂ】フェルールの概略平面図である。
【図１５Ｃ】図１５Ａ～図１５Ｂのフェルールの概略側面図である。
【図１６】第１のフェルール及び第２のフェルールの斜視図である。
【図１７Ａ】嵌合している２つのフェルールを含むフェルールアセンブリの斜視図である
。
【図１７Ｂ】嵌合していない２つのフェルールの斜視図である。
【図１７Ｃ】嵌合していない２つのフェルールの斜視図である。
【図１８Ａ】フェルールの上面斜視図である。
【図１８Ｂ】図１８Ａのフェルールの底面斜視図である。
【図１８Ｃ】近接している２つのフェルールの斜視図である。
【図１８Ｄ】近接している２つのフェルールの斜視図である。
【図１９】フェルールの概略平面図である。
【図２０】フェルールの概略平面図である。
【図２１】フェルールの概略平面図である。
【図２２】フェルールの概略平面図である。
【図２３】嵌合している２つのフェルールを含むフェルールアセンブリの概略上面図であ
る。
【図２４Ａ】光フェルールの斜視図である。
【図２４Ｂ】近接している２つの光フェルールの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
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　以下の説明では、本明細書の一部を形成し、例示を目的として示されている添付の図面
を参照する。図面は、必ずしも一定の比率の縮尺ではない。本開示の範囲又は趣旨から逸
脱することなく、他の実施形態が想定され、実施され得ることを理解されたい。したがっ
て、以下の発明を実施するための形態は、限定的な意味で解釈されないものとする。
【００２１】
　「下部」、「上部」、「下方」、「下」、「上」、及び「頂部」を含むがこれらに限定
されない空間に関する用語は、本明細書で使用する場合、ある要素と別の要素との空間的
な関係を述べる説明を容易にするために用いられている。このような空間に関する用語は
、図面に示され本明細書に記載されている特定の向きに加えて、使用中又は動作中のデバ
イスの異なる向きを包含する。例えば、図に示された物体を反転させるか又は裏返すと、
その前には他の要素の下又は下方にあると述べられていた部分は、それら他の要素の上に
あることになる。
【００２２】
　本明細書のいくつかの実施形態では、フェルール又は整列フレームなどのコネクタ又は
コネクタ構成要素により、従順特徴部を利用することによって正確な整列が可能になる。
いくつかの実施形態では、これらの従順特徴部により、射出成形されたポリマーフェルー
ルの収縮などの製造上のばらつきについて、より大きな許容誤差が可能になる。例えば、
フェルールは、フェルールと嵌合フェルールとが嵌合する時に、２つのフェルールを誘導
して、又はそれらの誘導を補助して整列させる１つ以上の可撓性アームを含んでもよい。
いくつかの実施形態では、第１のアームと第２のアームとは、同じ屈曲特性（例えば、同
じ引張応力及び同じ幾何学的形状）を有してもよい。いくつかの場合には、射出成形プロ
セスを利用して、例えば一体型フェルールを形成することによって、対称的な屈曲特性を
確実に取得することができる。一体型フェルールは、（別々に形成され、接着又はその他
の方法で一体に固定した部品を含むフェルールとは対照的な）単一部品構造である。フェ
ルールは、ポリマー又はセラミックを含む任意の好適な材料で作製される。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、フェルールは、第１の可撓性アームと第２の可撓性のアーム
とが異なる屈曲特性を有する時であっても正確な整列を可能にする幾何学的構造を有し得
る。第１の可撓性のアームの可撓性が第２の可撓性のアームよりも高い場合でも、正確な
整列を得ることができ、これは、例えば、フェルールと嵌合フェルールとが嵌合してフェ
ルールアセンブリを形成する際に、各フェルールの第１の可撓性のアームが、フェルール
アセンブリの同じ第１の側部にあり、各フェルールの第２の可撓性のアームが、フェルー
ルアセンブリの反対側の第２の側部にあるからである。本明細書の他の箇所で更に説明す
るように、そのような配列は、第１の可撓性アームと第２の可撓性アームとが異なる屈曲
特性を有する場合であっても、正しく整列させた時にはフェルールに対して平衡する力を
可能にする。本明細書で説明するフェルール、整列フレーム及びコネクタは、整列精度の
向上を可能とし、かつ／又は従来のコネクタのように厳密な機械的許容誤差を要求するこ
となく、正確な整列を可能にすることができる。
【００２４】
　本明細書で説明するフェルールは、両性型フェルールでもよく、又は、一体型フェルー
ルでもよい。本明細書で説明するフェルールは、光フェルールでも、電気フェルールでも
、又は光接続と電気接続の両方のための特徴部を有するハイブリッドフェルールでもよい
。光フェルールが光を伝送及び／又は受光するように適合され、更に、電気信号を受信及
び／又は送信するように適合されている場合、光フェルールを、ハイブリッドフェルール
と言い表してもよい。ハイブリッドフェルールは、電気フェルールと光フェルールの両方
であり得、嵌合フェルールに電気信号と光信号の両方を提供するように適合され得る。い
くつかの場合には、ハイブリッドフェルールは、光電子変換器を含んでもよく、光信号を
受信して電気信号を送信する、又は、電気信号を受信して光信号を送信するように適合さ
れ得る。本明細書で説明するコネクタは、光コネクタ、電気コネクタ、又はハイブリッド
コネクタでもよく、１つ以上のフェルールを含んでもよく、１つ以上の整列フレームを含
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んでもよい。
【００２５】
　図１Ａは、幅Ｗを有する本体１１０ａと、第１の可撓性アーム１２０ａと、第１の可撓
性アーム１２０ａの反対側にある第２の可撓性アーム１３０ａとを含む、第１のフェルー
ル１００ａの概略平面図である。本体１１０ａは、第１の側部１１７ａと、第１の側部１
１７ａの反対側にある第２の側部１１９ａとを含む。第１の可撓性アーム１２０ａは、第
１の側部１１７ａに取り付けられた第１の固定端１２２ａ及び反対側の第１の自由端１２
４ａを有する。第２の可撓性アーム１３０ａは、第２の側部１１９ａに取り付けられた第
２の固定端１３２ａ及び反対側の第２の自由端１３４ａを有する。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、第１の可撓性アーム１２０ａと第２の可撓性アーム１３０ａ
は、本体１１０ａの第１の側部１１７ａと第２の側部１１９ａ上に対称的に配設される。
いくつかの実施形態では、第１の可撓性アーム１２０ａと第２の可撓性アーム１３０ａと
は、同じ屈曲特性を有する。他の実施形態では、第１の可撓性アーム１２０ａと第２の可
撓性アーム１３０ａとは、異なる屈曲特性を有してもよい。例えば、第１の可撓性アーム
及び第２の可撓性アームの一方又は他方の剛性は、例えば、引張応力がより高い材料で形
成することによって、又はより厚くすることによって、より高くてもよい。これは、意図
的である場合と、例えば成形プロセス又は材料の不均一性による偶発的なものである場合
がある。いくつかの実施形態では、第１の可撓性アーム及び第２の可撓性アームのうちの
一方の可撓性は、第１の可撓性アーム及び第２の可撓性アームの他方よりも高い。いくつ
かの実施形態では、第１の可撓性アーム及び第２の可撓性アームのうちの一方のみが実質
的に剛性である。
【００２７】
　図１Ａには、ｘ－ｙ－ｚ座標系が示されている。第１の可撓性アーム１２０ａ及び第２
の可撓性アーム１３０ａは、フェルール１００ａの嵌合方向であるｚ方向に延び、第１の
可撓性アーム１２０ａ及び第２の可撓性アーム１３０ａは、ｘ方向において、互いから離
れている。第１のアーム１２０ａ及び第２のアーム１３０ａは、平面（ｘ－ｚ平面、又は
ｘ－ｚ平面に対して平行な平面）を全体的に画定すると言ってもよい。いくつかの実施形
態では、その平面は、第１のアーム１２０ａ及び第２のアーム１３０ａを包含する、又は
実質的に包含してもよい。いくつかの実施形態では、第１の自由端１２４ａ及び第２の自
由端１３４ａは、フェルールが嵌合フェルールに嵌合していない時には距離ｄだけ離れて
おり、フェルールが嵌合フェルールに嵌合している時には距離Ｗだけ離れており、この距
離Ｗは、ｄよりも広く、嵌合フェルールの本体の幅であり得る。
【００２８】
　フェルールの嵌合方向とは、嵌合フェルールと嵌合するためにフェレールがそれに沿っ
て移動するように適合されている方向を指す。フェルールと嵌合フェレールとが整列して
おらず、したがって、フェルールが嵌合する前に相対位置の微調整が必要である場合、フ
ェルールと嵌合フェレールの向きは、最初は嵌合方向に沿って整列していないと言い表し
てもよい。いくつかの実施形態では、フェルールは、単一の嵌合方向を有してもよく、即
ち、嵌合フェレールと嵌合するために、フェルールがそれに沿って嵌合フェレールに対し
て移動するように適合されている、単一の方向が存在し得る。本明細書の他の箇所で更に
説明するように、いくつかの実施形態では、フェルールは、２つ以上の嵌合方向を有して
もよい。例えば、いくつかの実施形態では、フェルールは、嵌合フェルールと嵌合するた
めに、嵌合フェルールに対して、第１の嵌合方向に沿って、又は直交する第２の嵌合方向
に沿って、あるいは第１の嵌合方向と第２の嵌合方向とのベクトル和に沿って移動するよ
うに適合してもよい。
【００２９】
　図１Ｂは、図１Ａの第１のフェルール１００ａと、第１のフェルール１００ａと嵌合し
ている第２のフェルール１００ｂとを含む、フェルールアセンブリ１０５の概略平面図で
あり、図１Ｃは、その概略側面図である。第２のフェルール１００ｂは、本体１１０ｂと
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、第１の可撓性アーム１２０ｂと、第１の可撓性アーム１２０ｂの反対側の第２の可撓性
アーム１３０ｂとを含む。本体１１０ｂは、第１の側部１１７ｂと、第１の側部１１７ｂ
の反対側の第２の側部１１９ｂとを含む。第１の可撓性アーム１２０ｂは、第１の側部１
１７ｂに取り付けられた第１の固定端１２２ｂ及び反対側の第１の自由端１２４ｂを有す
る。第２の可撓性アーム１３０ｂは、第２の側部１１９ｂに取り付けられた第２の固定端
１３２ｂ及び反対側の第２の自由端１３４ｂを有する。第１のフェルールの第１の自由端
１２４ａ及び第２の自由端１３４ａは、対応する、第２のフェルール１００ｂの互いに反
対側にある第１の側部１１７ｂ及び第２の側部１１９ｂに接触している。第１の自由端１
２４ａは、接触点１９７ｂにおいて本体１１０ｂに接触し、第１の自由端１２４ｂは、接
触点１９７ａにおいて本体１１０ａに接触し、第２の自由端１３４ａは、接触点１９９ｂ
において本体１１０ｂに接触し、第２の自由端１３４ｂは、接触点１９９ａにおいて本体
１１０ａに接触している。第１のフェルール１００ａ及び第２のフェルール１００ｂは、
電気フェルールでも、光フェルールでも、又はハイブリッドフェルールでもよく、フェル
ールアセンブリ１０５は、電気フェルールアセンブリでも、光フェルールアセンブリでも
、又はハイブリッドフェルールアセンブリでもよい。第１の側部１１７ａ及び第２の側部
１１９ａ、並びに／あるいは第１の側部１１７ｂ及び第２の側部１１９ｂは、実質的に非
可撓性でもよく、あるいは、それぞれ、接触点１９７ａ及び１９９ａに、並びに／あるい
は接触点１９７ｂ及び１９９ｂに、実質的に非可撓性の特徴部を含んでもよい。他の実施
形態では、フェルールアセンブリは、可撓性アームなどの従順特徴部を含まない第２のフ
ェルールと嵌合する、本明細書の第１のフェルールを含んでもよい。
【００３０】
　図１Ｂにおいて、第１のアーム１２０ａ及び第２のアーム１３０ａの第１の自由端１２
４ａ及び第２の自由端１３４ａは、本体１１０ｂの幅だけ離れており、この幅は、本体１
１０ａの幅Ｗに実質的に等しくてもよく、フェルール１００ａと１００ｂとが嵌合してい
ない時の距離ｄ（図１Ａを参照）よりも大きくてもよい。同様に、第１のアーム１２０ｂ
と第２のアーム１３０ｂの第１の端部１２４ｂと第２の端部１３４ｂは、本体１１０ａの
幅Ｗだけ離れており、フェルール１００ａと１００ｂとが嵌合していない時の第１の端部
１２４ｂと第２の端部１３４ｂとの間の距離よりも大きくてもよい。
【００３１】
　第１のフェルール１００ａ及び第２のフェルール１００ｂのうちの少なくとも１つは、
同じ又は異なる屈曲特性を有する第１のアーム及び第２のアーム（１２０ａ及び１３０ａ
、あるいは１２０ｂ及び１３０ｂ）を有してもよい。そのような屈曲特性は、アームのヤ
ング率、あるいは（ヤング率並びに直径又はアームの横寸法などの幾何学的因子に依存し
得る）所与の量だけアームを撓ませるために必要な力を含み得る。いくつかの実施形態で
は、第１のフェルール１００ａ及び第２のフェルール１００ｂの第１の可撓アーム（第１
のアーム１２０ａ及び１２０ｂ）は、同じ第１の屈曲特性を有しており、第１のフェルー
ル及び第２のフェルールの第２の可撓アームアーム（第２のアーム１３０ａ及び１３０ｂ
）は、第１の屈曲特性とは異なる、同じ第２の屈曲特性を有する。いくつかの実施形態で
は、第１のフェルール１００ａ及び第２のフェルール１００ｂのうちの少なくとも１つに
ついて、第１の可撓性アーム及び第２の可撓性アームのうちの一方の可撓性は、第１の可
撓性アーム及び第２の可撓性アームの他方よりも高い。
【００３２】
　図１Ａに示した実施形態では、第１のフェルール１００ａの第１のアーム１２０ａと第
２のアーム１３０ａは、本体１１０ａに関して対称的に配設されており、第１のフェルー
ル１００ａが、第２のフェルール１００ｂと嵌合する時、第１のアーム１２０ａ及び第２
のアーム１３０ａは、本体１１０ａのそれらの対応する側部（それぞれ第１の側部１１７
ａ及び第２の側部１１９ａ）から実質的に等しい量だけ離れるように撓曲する。他の実施
形態では、第１のアームと第２のアームは、フェルールの本体に関して対称的に配設され
ていなくてもよい。いくつかの実施形態では、第１のフェルール及び第２のフェルールの
うちの少なくとも１つについて、第１の可撓性アーム及び第２の可撓性アームのうち一方
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は、本体のその対応する側部から更に離れるように撓曲し、第１の可撓性アーム及び第２
の可撓性アームの他方は、本体のその対応する側部からあまり離れないように撓曲する。
【００３３】
　第１の可撓性アーム１２０ａ及び１２０ｂと第２の可撓性アーム１３０ａ及び１３０ｂ
とが異なる屈曲特性を有する場合であっても、本体１１０ａ及び１１０ｂを適切に整列さ
せることができる。例えば、いくつかの実施形態では、第１の可撓性アーム１２０ａ及び
１２０ｂは、同じ第１の屈曲特性を有しており、第２の可撓性アーム１３０ａ及び１３０
ｂは、同じ第２の屈曲特性を有しており、第１の可撓性アーム１２０ａ及び１２０ｂの可
撓性は、第２の可撓性アーム１３０ａ及び１３０ｂよりも高い。この場合、本体１１０ａ
及び１１０ｂに対する力は、図１Ｂのように整列しているそれぞれの本体と均衡し得る。
【００３４】
　第２のフェルール１００ｂは、第１のフェルール１００ａに対する嵌合フェルールと言
い表してもよい（又はその逆も同様である）。ｚ方向は、フェルールの嵌合方向と言い表
してもよい。いくつかの実施形態では、フェルール（例えば、第１のフェルール１００ａ
）が、嵌合方向（例えば、ｚ方向）に沿って、嵌合フェルール（例えば、第２のフェルー
ル１００ｂ）と嵌合する時、フェルール及び嵌合フェルールは、嵌合方向とは異なる第１
の方向に沿って、互いに対して滑動するように適合されている。第１の方向は、ｘ方向な
どの横方向であり得る。いくつかの実施形態では、フェルール（例えば、第１のフェルー
ル１００ａ）が嵌合フェルール（例えば、第２のフェルール１００ｂ）と嵌合する時、フ
ェルール及び嵌合フェルールは、第１の可撓性アーム及び第２の可撓性アーム（例えば、
第１の可撓性アーム１２０ａ及び第２の可撓性アーム１３０ａ）によって全体的に画定さ
れた平面に対して実質的に平行な平面内で、互いに対して滑動するように適合されている
。本明細書の他の箇所で説明するように、第１のアーム１２０ａ及び第２のアーム１３０
ａは、ｘ－ｚ平面に対して平行な平面を全体的に画定する。いくつかの実施形態では、第
１のフェルール１００ａと第２のフェルール１００ｂは、ｘ－ｚ平面に対して実質的に平
行な平面内で、互いに対して滑動するように適合してもよい。例えば、第１のフェルール
１００ａと第２のフェルール１００ｂは、水平ｘ方向及び／又はｚ方向（嵌合方向）にお
いて互いに対して滑動するように適合してもよい。
【００３５】
　第１のフェルール１００ａの第１の可撓性アーム１２０ａ及び第２の可撓性アーム１３
０ａ、並びに第２のフェルール１００ｂの第１の可撓性アーム１２０ｂ及び第２の可撓性
アーム１３０ｂは、第１のフェルール１００ａ及び第２のフェルール１００ｂが整列して
いない時には、第１の第１のフェルール１００ａ及び第２のフェルール１００ｂを誘導し
て、互いに整列させることができる。いくつかの実施形態では、第１のフェルール１００
ａが嵌合方向（ｚ方向）に沿って第２のフェルール１００ｂと嵌合しており、第２のフェ
ルール１００ｂが嵌合方向と異なる方向に沿っては第１のフェルール１００ａに対して整
列していない（例えば、ｘ方向に沿って整列していない）時には、撓曲している第１のフ
ェルール１００ａの第１の可撓性アーム１２０ａ及び第２の可撓性アーム１３０ａは、第
２のフェルール１００ｂを誘導して第１のフェルール１００ａと整列させる。同様に、第
１のフェルール１００ａと第２のフェルール１００ｂとが整列していない時には、撓曲し
ている第２のフェルール１００ｂの第１の可撓性アーム１２０ｂ及び第２の可撓性アーム
１３０ｂは、第１のフェルール１００ａを誘導して第２のフェルール１００ｂと整列させ
ることができる。いくつかの実施形態では、第１のフェルール１００ａと第２のフェルー
ル１００ｂとが互いに整列していない時には、フェルールの可撓性アーム（１２０ａ、１
３０ａ、１２０ｂ及び１３０ｂ）はフェルールを協働して誘導して、互いに整列させる。
第１の可撓性アーム１２０ａ及び第２の可撓性アーム１３０ａは、第１のフェルール１０
０ａの第１の従順整列特徴部及び第２の従順整列特徴部と言い表してもよい。同様に、第
１の可撓性アーム１２０ｂ及び第２の可撓性アーム１３０ｂは、第２のフェルール１００
ｂの第１の従順整列特徴部及び第２の従順整列特徴部と言い表してもよい。
【００３６】
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　いくつかの実施形態では、平面図において、第１のフェルールの第１の可撓性アームは
、第２のフェルールの第１の可撓性アームに少なくとも部分的に重なり合っており、第１
のフェルールの第２の可撓性アームは、第２のフェルールの第２の可撓性アームに少なく
とも部分的に重なり合っている。いくつかの実施形態では、平面図において、フェルール
アセンブリの同じ側にある第１のフェルールの可撓性アームと第２のフェルールの可撓性
アームとは、互いに少なくとも部分的に重なり合っている。例えば、図１Ｂに示すように
、平面図において、第１のフェルール１００ａの第１の可撓性アーム１２０ａと、第２の
フェルール１００ｂの第１の可撓性アーム１２０ｂとは、互いに部分的に重なり合ってお
り、第１のフェルール１００ａの第２の可撓性アーム１３０ａと、第２のフェルール１０
０ｂの第２の可撓性アーム１３０ｂとは、互いに部分的に重なり合っている。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、側面図において、フェルールが完全に嵌合している時、第１
のフェルール及び第２のフェルールの第１の可撓性アームは互いを越えて延びており、第
１のフェルール及び第２のフェルールの第２の可撓性アームは、互いを越えて延びている
。いくつかの実施形態では、側面図において、フェルールアセンブリの同じ側にある第１
のフェルールの可撓性アームと第２のフェルールの可撓性アームとは、互いを越えて延び
ている。いくつかの実施形態では、側面図において、第１のフェルール及び第２のフェル
ールの第１の可撓性アームは、互いに対して垂直にオフセットしており、第１のフェルー
ル及び第２のフェルールの第２の可撓性アームは、互いに対して垂直にオフセットしてい
る。いくつかの実施形態では、側面図において、フェルールアセンブリの同じ側にある第
１のフェルールの可撓性アームと第２のフェルールの可撓性アームとは、互いに対して垂
直にオフセットしている。例えば、図１Ｃに示すように、側面図において、第１のフェル
ール１００ａの第１の可撓性アーム１３０ａは、自由端１３４ａがｚ方向（嵌合方向）に
おいて自由端１３４ｂよりも遠くに延びているので、第２のフェルール１００ｂの第１の
可撓性アーム１３０ｂを越えて延びている。また、図１Ｃに示すように、第１のフェルー
ル１００ａの第１の可撓性アーム１３０ａと第２のフェルール１００ｂの第１の可撓性ア
ーム１３０ｂとは、互いから垂直（ｙ方向）にオフセットしている。
【００３８】
　いくつかの実施形態では、第１のフェルール１００ａの自由端１２４ａと１３４ａとの
間の離隔距離は、第１のフェルール１００ａが第２のフェルール１００ｂに向かって嵌合
方向に移動するにつれて増大し得、第１のフェルール１００ａと第２のフェルール１００
ｂとが完全に嵌合した時に、最大距離を到達し得る。他の実施形態では、フェルールの本
体は、１つ以上のへこみ（indent）特徴部、ラッチ特徴部、へこみ（divot）、あるいは
、第１のフェルール１００ａと第２のフェルール１００ｂが嵌合する時に、アーム間の離
隔距離が、第１のフェルール１００ａの可撓性アームと第２のフェルール１００ｂとの接
触後、第１のフェルール１００ａ第２のフェルール１００ｂが完全に嵌合する前に得られ
る最大離隔距離に対して減少することを可能にする他の構造を含んでもよい。これは、第
１の可撓性アーム１２０ｄと、第１の可撓性アーム１２０ｄの反対側の第２の可撓性アー
ム１３０ｂとを有する本体１１０ｄを含む、フェルール１００ｄの概略平面図である図１
Ｄに示されている。本体１１０ｄは、第１の側部１１７ｄと、第１の側部１１７ｄの反対
側の第２の側部１１９ｄとを含む。第１の側部１１７ｄは、第１のへこみ又はラッチ特徴
部１１４を含み、第２の側部１１９ｄは、第２のへこみ又はラッチ特徴部１１５を含む。
フェルール１００ｄが、第１の可撓性アーム及び第２の可撓性アームを有する嵌合フェル
ール（例えば、別のフェルール１００ｄ）と完全に嵌合している時、嵌合フェルールの第
１の可撓性アーム及び第２の可撓性アームは、それぞれ、第１のへこみ又はラッチ特徴部
１１４及び第２のへこみ又はラッチ特徴部１１５において、フェルール１００ｄに接触す
る。嵌合フェルールと完全に嵌合する前、フェルール１００ｄが嵌合方向（ｚ方向）に沿
って嵌合フェルールに接近するにつれて、嵌合フェルールのアームの自由端間の離隔距離
は、自由端が本体１１０ｄに接触した時に増大し、最大距離に到達し、次いで、自由端が
第１のへこみ又はラッチ特徴部１１４及び第２のへこみ又はラッチ特徴部１１５に接触し
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た時に減少する。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、コネクタは、ハウジングと、少なくとも部分的にハウジング
内に配設された、本明細書のフェルールとを含む。ハウジングは、例えば、埃が光接続に
干渉することを防止するように機能することができる。ハウジングは、例えば、フェルー
ルの確実な接触を維持するばね機構、並びにコネクタを嵌合及び嵌合解除するためのラッ
チ及び解放機構を介して、保持力を与えることができる。更に、ハウジングは、近くにあ
るものに対する安全上の問題となり得る迷光の出力から、光フェルールを保護することが
できる。いくつかの実施形態では、ハウジングは、偶発的に開くことを防止するために、
ラッチ機構を有することができる。いくつかの実施形態では、ハウジングは、２つのコネ
クタを嵌合するアクションによって開かれ得るドア機構を有することができる。
【００４０】
　図２Ａ及び図２Ｂは、それぞれ、（フェルールが見えるように各図では透明であるよう
に示されている）ハウジング２４２内に部分的に配設されたフェルール２００－１及び２
００－２を含むコネクタ２４０の概略平面図及び側断面図である。図示の実施形態では、
フェルール２００－１は、第１のアーム２２０－１及び第２のアーム２３０－１を含み、
フェルール２００－２は、第１のアーム（図示せず）及び第２のアーム２３０－２を含む
。他の実施形態では、フェルール２００－１及び２００－２は、例えば、フェルール９０
０（図９Ａ～図９Ｂを参照）又はフェルール１５００（図１５Ａ～図１５Ｃを参照）に対
応してもよく、それぞれ、本明細書の他の箇所で説明するような拡張可能又は圧縮可能な
整列特徴部のうちの１つを備える、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部を含んでもよ
い。ｚ方向は、コネクタ２４０の嵌合方向である。いくつかの実施形態では、ハウジング
は、コネクタの嵌合方向を画定する特徴部を含む。これは、部分的にハウジング２４２ｃ
に配設された第１のアーム２２０ｃ及び第２のアーム２３０ｃを有するフェルール２００
ｃを含む、コネクタ２４０ｃの概略平面図である図２Ｃに示されている。ハウジング２４
２ｃは、コネクタ２４０ｃを嵌合コネクタと整列させるように構成されている整列特徴部
２４４を含んでいる。整列特徴部２４４は、コネクタ２４０ｃの嵌合方向を確定し、これ
は、図示の実施形態ではｚ方向である。いくつかの実施形態では、整列特徴部２４４は、
嵌合コネクタの対応する整列特徴部と嵌合し得る。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、本明細書のフェルールは、光フェルールでもよく、電気フェ
ルールでもよく、又はハイブリッドフェルールでもよい。いくつかの実施形態では、本明
細書のフェルールは、光フェルールでもよく、その中で光信号を伝搬するための光学的に
透明な部分を含んでもよい。いくつかの実施形態では、本明細書のフェルールは、電気フ
ェルールでもよく、その中で電気信号を伝搬するための導電性部分を含んでもよい。例え
ば、フェルール２００ｃはまた、部分２４８も含み、部分２４８は、導電性部分でもよく
（例えば、部分２４８は、フェルール２００ｃにワイヤを取り付けるために使用され得る
導電性素子を含んでもよく、及び／又は嵌合フェルールの対応する導電性素子に電気接続
するように構成されている導電性素子を含んでもよい）、あるいは、部分２４８は、光学
的に透明な部分でもよい（例えば、部分２４８は、本明細書の他の箇所で更に説明するよ
うに、フェルール内を伝搬する光の方向を変えるための光リダイレクト部材を含んでもよ
い）。
【００４２】
　図２Ａ～図２Ｂに示した実施形態では、２つのフェルールは、ハウジング２４２内に配
設されている。他の実施形態では、より少数の又はより多数のフェルールがハウジング２
４２に含まれてもよい。例えば、コネクタは、１つ、２つ、３つ、４つ、５つ、６つ、又
はより多くのフェルールを含んでもよい。いくつかの実施形態では、コネクタは、例えば
、少なくとも部分的にコネクタのハウジング内に配設された、１～２０個のフェルール、
又は１～１００個のフェルール、又は１～２５０個のフェルールを含んでもよい。いくつ
かの実施形態では、フェルールは、各行が２つ以上のフェルールの積層体を含んでいる２
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つ以上の行を含み得る２次元配列で、コネクタ中に配列してもよい。
【００４３】
　フェルールの長軸がコネクタハウジングの長軸と整列している状態で、コネクタハウジ
ング内にフェルールを配設してもよい。代替的には、フェルールの長軸がコネクタハウジ
ングの長軸に対して斜めの角度である状態で、フェルールをコネクタハウジング中に配設
してもよい。この場合、フェルールは、コネクタが嵌合コネクタに接近し、それと係合す
る際に、コネクタハウジングに対して回転するように適合され得る。
【００４４】
　図３Ａ～図３Ｂは、それぞれ、嵌合している第１のコネクタ３４０ａと第２のコネクタ
３４０ｂとを含む、コネクタアセンブリ３４５の概略平面図及び概略側断面図を示してい
る。第１のコネクタ３４０ａは、第１のハウジング３４２ａと、少なくとも部分的に（フ
ェルールが見えるように各図では透明であるように示されている）第１のハウジング３４
２ａ内に配設された第１のフェルール３００ａとを含んでいる。第２のコネクタ３４０ｂ
は、第２のハウジング３４２ｂと、少なくとも部分的に（フェルールが見えるように各図
では透明であるように示されている）第２のハウジング３４２ｂ内に配設された第２のフ
ェルール３００ｂとを含んでいる。第１のフェルール３００ａ及び第２のフェルール３０
０ｂは、例えば、第１のフェルール１００ａ及び第２のフェルール１００ｂなど、本明細
書の任意のフェルールに対応し得る。図示の実施形態では、第１のフェルール３００ａは
、第１の可撓性アーム３２０ａ及び第２の可撓性アーム３３０ａを含んでおり、第２のフ
ェルール３００ｂは、第１の可撓性アーム３２０ｂ及び第２の可撓性アーム３３０ｂを含
んでいる。他の実施形態では、第１のフェルール３００ａ及び第２のフェルール３００ｂ
は、例えば、フェルール１０００ａ及び１０００ｂ（図１０を参照）、あるいはフェルー
ル１６００ａ及び１６００ｂ（図１６を参照）に対応してもよく、それぞれ、本明細書の
他の箇所で説明するような拡張可能又は圧縮可能な特徴部のうちの１つを備える、第１の
整列特徴部及び第２の整列特徴部を含んでもよい。第１のフェルール３００ａと第２のフ
ェルール３００ｂとを１つに嵌合して、フェルールアセンブリ３０５を形成する。第１の
フェルール３００ａの第１の可撓性アーム３２０ａ及び第２の可撓性アーム３３０ａは、
第１のフェルール３００ａの本体のそれぞれの第１の側部及び第２の側部から離れるよう
に撓曲し、第１のフェルール３００ａの可撓性アームの第１及び第２の自由端は、第２の
フェルール３００ｂに接触している。第２のフェルール３００ｂの第１の可撓性アーム３
２０ｂ及び第２の可撓性アーム３３０ｂは、第２のフェルール３００ｂの本体のそれぞれ
の第１の側部及び第２の側部から離れるように撓曲し、第２のフェルール３００ｂの可撓
性アームの第１及び第２の自由端は、第１のフェルール３００ａに接触している。
【００４５】
　図３Ａ～図３Ｂに示した実施形態では、単一のフェルールは、コネクタが接続解除され
ている時には、部分的にハウジング３４２ａ及び３４２ｂの各々内に配設された（コネク
タが接続されている時には、一方のコネクタのフェルールの一部分（アーム）は、部分的
に、他方のコネクタのハウジング内に配設されてもよい）。他の実施形態では、複数のフ
ェルールは、コネクタが接続解除されている時には、少なくとも部分的にハウジングの各
々内に配設されていてもよい。
【００４６】
　いくつかの実施形態では、フェルール３００ａは、光導波路、光電子デバイス及び光学
素子のうちの少なくとも１つを含み得る光信号キャリアに光学結合するように適合されて
いる光フェルールである。フェルール３００ａは、光信号キャリアにより搬送される光信
号を、嵌合光フェルールであり得るフェルール３００ｂに転送するように適合してもよい
。いくつかの実施形態では、フェルールアセンブリ３０５は、光導波路、光電子デバイス
、及びフェルール３００ａに結合されている光学素子のうちの少なくとも１つを含む、第
１の光信号キャリアを含んでもよく、光導波路、光電子デバイス、及びフェルール３００
ｂに結合されている光学素子の少なくとも１つを含む、第２の光信号キャリアを含んでも
よい。いくつかの実施形態では、第１の光信号キャリア及び第２の光信号キャリアの各々



(13) JP 6971240 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

は、１つ以上の光導波路を含む。いくつかの実施形態では、第１の光信号キャリアは、１
つ以上の光導波路であり、第２の光信号キャリアは、光学式検出器である。いくつかの実
施形態では、光導波路は、１つ以上の光ファイバを含む。光ファイバのいずれも、約１２
００ｎｍ～約１７００ｎｍの範囲の波長のシングルモード光ファイバとしてよい。光ファ
イバのいずれも、約６００ｎｍ～約１７００ｎｍの範囲の波長のマルチモード光ファイバ
としてよい。第１のフェルール３００ａは、光信号キャリアに光学結合され、光信号キャ
リアにより搬送される光信号を第２のフェルール３００ｂに転送するように適合されてい
てもよい。第１のフェルール３００ａはまた、導電性素子に電気結合され、導電性素子に
より搬送される電気信号を第２のフェルール３００ｂに転送するように適合されていても
よい。いくつかの実施形態では、第１のフェルール３００ａ及び第２のフェルール３００
ｂの各々は、光信号と電気信号の両方を転送するように適合される。
【００４７】
　図３Ｃは、図３Ａのコネクタアセンブリ３４５を含んでおり、第１のフェルール３００
ａ及び第２のフェルール３００ｂにそれぞれ結合された第１の信号キャリア３４７ａ及び
第２の信号キャリア３４７ｂを含む、コネクタアセンブリ３４５ｃの概略上面図である。
第１の信号キャリア３４７ａは、部分３４９ａを含んでおり、第２の信号キャリア３４７
ｂは、部分３４９ｂを含んでいる。フェルール３００ａ及び３００ｂの各々は、電気フェ
ルールでもよく、又は光フェルールでもよく、又はハイブリッドフェルールでもよい。い
くつかの実施形態では、第１の信号キャリア３４７ａ及び第２の信号キャリア３４７ｂの
一方又は両方は、それぞれ第１のワイヤ及び第２のワイヤなどの、あるいは、それぞれ第
１の複数のワイヤ及び第２の複数のワイヤのなどの、電気信号キャリアでもよい。部分３
４９ａ及び３４９ｂの一方又は両方は、ワイヤをフェルールに取り付けるために使用され
得る導電性素子でもよい。いくつかの実施形態では、第１の信号キャリア３４７ａ及び第
２の信号キャリア３４７ｂの一方又は両方は、それぞれ第１の光導波路及び第２の光導波
路などの、あるいは、それぞれ第１の複数の光導波路及び第２の複数の光導波路のなどの
、光信号キャリアでもよい。例えば、部分３４９ａ及び３４９ｂは、１つ以上のレンズ、
ミラー、プリズム又は光フィルタを含んでもよい。いくつかの実施形態では、第１の信号
キャリア３４７ａ及び第２の信号キャリア３４７ｂの一方又は両方は、光導波路、光電子
デバイス、光学式検出器、及び光学放射器のうちの少なくとも１つでもよく、あるいはそ
れらを含んでもよい。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、第１のフェルール３００ａ及び第２のフェルール３００ｂは
両方とも、電気フェルールであり、第１の信号キャリア３４７ａ及び第２の信号キャリア
３４７ｂは両方とも、電気信号キャリアであり、第１のフェルール３００ａ及び第２のフ
ェルール３００ｂは、第１の信号キャリア３４７ａと第２の信号キャリア３４７ｂとを電
気接続する。いくつかの実施形態では、第１のフェルール３００ａ及び第２のフェルール
３００ｂは両方とも、光フェルールであり、第１の信号キャリア３４７ａ及び第２の信号
キャリア３４７ｂは両方とも、光信号キャリアであり、第１のフェルール３００ａ及び第
２のフェルール３００ｂは、第１の信号キャリア３４７ａと第２の信号キャリア３４７ｂ
とを光接続する。いくつかの実施形態では、第１のフェルール３００ａ及び第２のフェル
ール３００ｂは両方とも、ハイブリッドフェルールであり、第１の信号キャリア３４７ａ
及び第２の信号キャリア３４７ｂは、光信号及び電気信号を搬送し、第１のフェルール３
００ａ及び第２のフェルール３００ｂは、第１の信号キャリア３４７ａと第２の信号キャ
リア３４７ｂとを光学的かつ電気的に接続する。いくつかの実施形態では、第１のフェル
ール３００ａは、ハイブリッドフェルールであり、部分３４９ａは、第１の信号キャリア
３４７ａ上で光信号を受信し、電気信号を生成する光電子デバイス（例えば、光学検出器
）を含んでおり、電気信号は、第２のフェルール３００ｂに転送され、第２のフェルール
３００ｂから、ワイヤである又はワイヤ若しくは複数のワイヤを含み得る第２の信号キャ
リア３４７ｂに転送される。いくつかの実施形態では、第１のフェルール３００ａは、ハ
イブリッドフェルールであり、部分３４９ａは、第１の信号キャリア３４７ａ上で光信号
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を受信し、電気信号を生成する光電子デバイス（例えば、光学放射器）を含んでおり、電
気信号は、第２のフェルール３００ｂに転送され、第２のフェルール３００ｂから、光フ
ァイバである又は光ファイバ若しくは複数の光ファイバを含み得る第２の信号キャリア３
４７ｂに転送される。
【００４９】
　いくつかの実施形態では、第１の信号キャリア３４７ａ及び第２の信号キャリア３４７
ｂの一方又は両方は、それぞれのハウジング３４２ａ又は３４２ｂに取り付けられたケー
ブルを含む。ケーブル（単数又は複数）は、コネクタ３４０ａ及び３４０ｂが嵌合してい
る時にハウジング内で撓曲していてもよく、ケーブル（単数又は複数）における圧縮は、
第１のフェルール３００ａ及び第２のフェルール３００ｂに対して、嵌合方向（ｚ方向）
の力を加えて、フェルールを所定の位置に保持するのを助けることができる。
【００５０】
　いくつかの実施形態では、コネクタは、少なくとも１つの撓曲素子をコネクタが有する
嵌合面において嵌合方向に沿って嵌合コネクタと嵌合するように適合され、コネクタが嵌
合コネクタと嵌合する時に、少なくとも１つの撓曲素子が嵌合コネクタと接触し、撓曲さ
れる。コネクタと嵌合コネクタとは、嵌合面において互いに対して滑動するように適合さ
れてもよい。いくつかの実施形態では、コネクタが嵌合コネクタと嵌合しており、コネク
タと嵌合コネクタとが嵌合面において互いに対して整列していない時には、撓曲した撓曲
素子は、２つのコネクタを誘導して、互いに整列させる。例えば、コネクタ３４０ａは、
嵌合面（ｘ－ｚ平面）において嵌合方向（ｚ方向）に沿ってコネクタ３４０ｂと嵌合する
ように適合されている。コネクタ３４０ａは、コネクタを誘導して、又はコネクタの誘導
を助けて互いに整列させる少なくとも１つの撓曲素子（第１の可撓性アーム３２０ａ及び
第２の可撓性アーム３３０ａ）を含む。別の例として、第１のフェルール３００ａは、嵌
合コネクタであると考えられ得る第２のフェルール３００ｂと嵌合するように適合されて
いるコネクタであると考えてもよい。いくつかの実施形態では、コネクタ３４０ａのハウ
ジング３４２ａ及び／又はコネクタ３４０ｂのハウジング３４２ｂはまた、例えば、整列
特徴部２４４（図２Ｃ）など、１つ以上の整列特徴部を含んでもよい。
【００５１】
　図４Ａ及び図４Ｂは、それぞれ、本体４１０と、本体４１０の両側にある対向する第１
の可撓性アーム４２０と第２の可撓性アーム４３０とを含むフェルール４００の上面図及
び正面斜視図である。第１のアーム４２０及び第２のアーム４３０は、本体４１０から離
間している。第１のアーム４２０は、本体４１０に取り付けられた第１の固定端４２２及
び反対側の第１の自由端４２４を有する。第２のアーム４３０は、本体４１０に取り付け
られた第２の固定端４３２及び反対側の第２の自由端４３４を有する。フェルール４００
は、第１の自由端４２４と第２の自由端４３４との間に配設された嵌合部分４１３を含ん
でいる。フェルール４００は、一体型光フェルールでもよく、少なくとも部分的に、例え
ば、図２Ａ～図２Ｃのコネクタ２４０又は２４０ｃなどのコネクタのハウジングに配設さ
れていてもよい。フェルール４００は、複数の光導波路を受け、整列させ、それらをフェ
ルール４００に取り付けるために使用され得る光導波路整列部材４５２を含んでいる。い
くつかの実施形態では、複数の光導波路は、光導波路整列部材４５２を介してフェルール
４００に（例えば接着剤を用いて）永続的に取り付けてもよい。光導波路整列部材４５２
は、ｖ溝であり得る複数の溝４５３を含んでいる。溝４５３のうちの１つ以上に、光ファ
イバなどの１つ以上の光導波路を取り付けてもよい。また、フェルール４００は、フェル
ール４００内を伝搬する光の方向を変えるための光リダイレクト部材４５５を含んでいる
。いくつかの実施形態では、光リダイレクト部材４５５は、複数の表面４５６のうちの１
つからの全反射（total internal reflection：ＴＩＲ）によって、光導波路整列部材４
５２の溝４５３に配設された光ファイバから伝搬する光の方向を変えることができる複数
の表面４５６を含む。例えば、複数の表面４５６は、光をコリメートする公称設計がなさ
れた複数の湾曲面でもよい。いくつかの実施形態では、表面４５６は、例えば、反射コー
ティングを含んでもよく、又は別の方法で反射性にしてもよい。いくつかの実施形態では
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、フェルール４００は、嵌合部分４１３の光リダイレクト部材４５５の反対側に、光学窓
、例えば凹型光学窓を含む。光学窓には、反射防止コーティングが塗布されていてもよい
。
【００５２】
　図４Ａに示した実施形態では、第１の可撓性アーム４２０及び第２の可撓性アーム４３
０のいずれも、本体４１０の最前縁部４１２を越えて延びていない。第１の自由端４２４
は、本体４１０の第１の側部４１７と隣接し、そこに面しており、第２の自由端４３４は
、本体４１０の第２の側部４１９と隣接し、そこに面している。
【００５３】
　第１のアーム４２０及び第２のアーム４３０は、フェルール４００が嵌合フェルールと
嵌合する時に、アームのうちの少なくとも１つが本体４１０から離れるように撓曲し、自
由端４２４と４３４の両方が嵌合フェルールに接触するように構成されている。いくつか
の実施形態では、第１の可撓性アーム４２０第２の可撓性アーム４３０とは、同じ又はほ
ぼ同じ可撓性を有する。いくつかの実施形態では、アームの一方の可撓性は、他方よりも
実質的に高い。いくつかの実施形態では、アームの両方ではなく一方が実質的に剛性であ
る。いくつかの場合には、フェルール４００は、２つのアームの自由端間に配設された嵌
合部分も含んでいる別のフェルールと嵌合していてもよい。いくつかの実施形態では、フ
ェルール４００が別のフェルールと嵌合しており、２つのフェルールが互いに整列してな
い時には、２つのフェルールの対向するアームは、互いの上で滑動するように２つの嵌合
部分を協働して方向付け、２つのフェルールを互いに整列させる。
【００５４】
　いくつかの実施形態では、フェルール４００が嵌合方向に沿って嵌合フェルールに向か
って移動すると、第１の可撓性アーム４２０及び第２の可撓性アーム４３０の自由端４２
４及び４３４は嵌合フェルールに接触し、フェルール４００が嵌合方向（ｚ方向）に沿っ
て嵌合フェルールに向かって移動し続けると、可撓性アームは、嵌合フェルールと接触し
たまま、本体から離れるように撓曲し始め、可撓性アームは、フェルールが嵌合フェルー
ルと嵌合する時には、本体から離れるように最大限に撓曲される。自由端４２４と４３４
との間の離隔距離は、フェルール４００が嵌合フェルールに向かって嵌合方向に移動する
につれて増大し、フェルール４００が嵌合フェルールと嵌合した時に、最大距離に到達し
得る。他の実施形態では、嵌合フェルールの本体は、へこみ、又は、フェルールが嵌合フ
ェルールと嵌合する時に、アーム間の離隔距離が、可撓性アームと嵌合フェルールとの接
触後、フェルールが嵌合フェルールと嵌合する前に得られる最大離隔距離に対して減少す
ることを可能にする他の構造を含んでもよい。
【００５５】
　図５Ａ～図５Ｅは、それぞれ、嵌合している第１のフェルール５００ａと第２のフェル
ール５００ｂとを含むフェルールアセンブリ５０５の斜視図、上面図、底面図、背面図及
び正面図である。第１のフェルール５００ａ及び第２のフェルール５００ｂの各々は、フ
ェルール４００に対応し得る。第１のフェルール５００ａは、本体５１０ａと、本体５１
０ａの両側にある対向する第１のアーム５２０ａと第２のアーム５３０ａとを含んでいる
。第１のアーム５２０ａと第２のアーム５３０ａは、第１の自由端５２４ａと第２の自由
端５３４ａ、及び第１の固定端５２２ａと第２の固定端５３２ａを、それぞれ含んでいる
。第１のフェルール５００ａは、光導波路整列部材５５２ａ及び光リダイレクト部材５５
５ａを含む。第２のフェルール５００ｂは、本体５１０ｂと、本体５１０ｂの両側にある
対向する第１のアーム５２０ｂと第２のアーム５３０ｂとを含んでいる。第１のアーム５
２０ｂと第２のアーム５３０ｂは、第１の自由端５２４ｂと第２の自由端５３４ｂ、及び
第１の固定端５２２ｂと第２の固定端５３２ｂを、それぞれ含んでいる。第２のフェルー
ル５００ｂは、光導波路整列部材５５２ｂ及び光リダイレクト部材５５５ｂを含んでいる
。第１のフェルール５００ａは、嵌合部分５１３ａを含んでおり、第２のフェルール５０
０ｂは、嵌合部分５１３ｂを含んでいる。嵌合部分５１３ａ及び５１３ｂは、嵌合方向（
ｚ方向）に対して垂直な方向（ｙ方向）に積層されている。いくつかの実施形態では、嵌
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合部分５１３ａ及び５１３ｂは、互いに対して滑動するように適合されている。
【００５６】
　いくつかの実施形態では、嵌合方向に沿った第２のフェルールへの第１のフェルールの
嵌合を容易にするための整列フレームが設けられている。これは、対向する端部６６４と
６６６を有するベース６６２と、対向する端部６６４と６６６から延びている第１のアー
ム６７０及び第２のアーム６７１とを含む、整列フレーム６６０の概略上面図である図６
Ａ～図６Ｃに示している。整列フレーム６６０は、任意の種類のフェルール、例えば、電
気フェルール、光フェルール又はハイブリッドフェルールと共に使用することできる。第
１のアーム６７０は、第２のアーム６７１に面する第１のアーム６７０の内面６６３に配
設された、離間している第１の可撓性特徴部６７２及び第２の可撓性特徴部６７４を含み
、第２のアーム６７１は、第１のアーム６７０に面する第２のアーム６７１の内面６６５
に配設された、離間している第３の可撓性特徴部６７６及び第４の可撓性特徴部６７８を
含んでいる。第１のアーム６７０は、第１の部分６７３及び第２の部分６７５を含んでお
り、第２のアーム６７１は、第１の部分６７７及び第２の表面６７９を含んでいる。第１
の部分６７３及び第１の部分６７７は、ベース６６２に相対的に近接しており、第２の部
分６７５及び第２の部分６７９は、ベース６６２から相対的に離れている。第１の可撓性
特徴部６７２は、第１のアーム６７０の第１の部分６７３に配設されており、第２の可撓
性特徴部６７４は、第１のアーム６７０の第２の部分６７５に配設されており、第３の可
撓性特徴部６７６は、第２のアーム６７１の第１の部分６７７に配設されており、第４の
可撓性特徴部６７８は、第２のアーム６７１の第２の部分６７９に配設されている。
【００５７】
　図６Ｂに示すように、いくつかの実施形態では、第１の可撓性特徴部６７２及び第２の
可撓性特徴部６７４は、嵌合方向（ｚ方向）に対して実質的に平行な第１の直線６８６上
にあり、第３の可撓性特徴部６７６及び第４の可撓性特徴部６７８は、第１の直線６８６
とは別の、かつ、それに対して実質的に平行な第２の直線６８８上にある。いくつかの実
施形態では、第１の可撓性特徴部６７２及び第３の可撓性特徴部６７６は、嵌合方向に対
して実質的に垂直な第３の直線６８４上にあり、第２の可撓性特徴部６７４及び第４の可
撓性特徴部６７８は、第３の直線６８４とは別の、かつ、それに対して実質的に平行な第
４の直線６８２上にある。いくつかの実施形態では、第１の可撓性特徴部６７２、第２の
可撓性特徴部６７４、第３の可撓性特徴部６７６、及び第４の可撓性特徴部６７８は、実
質的に同じ平面（例えば、図６Ａ～図６Ｃのｘ－ｚ平面）にある。
【００５８】
　第１の可撓性特徴部６７２及び第２の可撓性特徴部６７４を、可撓性（例えば、弾性）
材料で作製することによって、可撓性にしてもよく、並びに／あるいは、第１の可撓性特
徴部６７２及び第２の可撓性特徴部６７４を、可撓性であり得る第１のアーム６７０に配
設することによって可撓性にしてもよい。同様に、第３の可撓性特徴部６７６及び第４の
可撓性特徴部６７８を、可撓性（例えば、弾性）材料で作製することによって、可撓性に
してもよく、並びに／あるいは、第３の可撓性特徴部６７６及び第４の可撓性特徴部６７
８を、可撓性であり得る第２のアーム６７１に配設することによって可撓性にしてもよい
。第１の可撓性特徴部６７２と第２の可撓性特徴部６７４とは、実質的に同じ屈曲特性を
有しても、あるいは異なる屈曲特性を有してもよく、第３の可撓性特徴部６７６と第４の
可撓性特徴部６７８とは、実質的に同じ屈曲特性を有しても、あるいは異なる屈曲特性を
有してもよい。第１のアーム６７０の第１の部分６７３と第２の部分６７５とは、実質的
に同じ屈曲特性を有しても、あるいは異なる屈曲特性を有してもよく、第２のアーム６７
１の第１の部分６７７と第２の部分６７９とは、実質的に同じ屈曲特性を有しても、ある
いは異なる屈曲特性を有してもよい。第１の可撓性特徴部６７２と第３の可撓性特徴部６
７６とは、実質的に同じ第１の屈曲特性を有してもよく、第２の可撓性特徴部６７４と第
４の可撓性特徴部６７８とは、実質的に同じ第２の屈曲特性を有してもよい。第１の屈曲
特性と第２の屈曲特性とは、実質的に同じであってもよく、あるいは異なっていてもよい
。屈曲特性には、弾性率を含んでもよく、あるいは、所与の量だけ又は所与の割合だけ可
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撓性特徴部を偏向させるために必要な力を含んでもよい。例えば所望の係数（例えば、ヤ
ング率）を与えるように材料を選択することによって、あるいは、第１のアーム６７０及
び第２のアーム６７１並びに／又は可撓性特徴部６７２、６７４、６７６及び６７８の、
幾何学的パラメータ（例えば、第１のアーム及び第２のアームあるいは第１の部分及び／
又は第２の部分の、直径又は横寸法）を調節することによって、屈曲特性を調節すること
ができる。
【００５９】
　整列フレームがフェルールに係合していない時、対向する第１の可撓性特徴部と第３の
可撓性特徴部とは、距離ｄ０

１３だけ離れており、対向する第２の可撓性特徴部６７４と
第４の可撓性特徴部６７８とは、距離ｄ０

２４だけ離れている。いくつかの実施形態では
、整列フレーム６６０が第２のフェルールへの第１のフェルールの嵌合を容易にし、その
結果、第１のフェルールが第２のフェルールに嵌合した時には、第１の可撓性特徴部６７
２及び第２の可撓性特徴部６７４は、同じ第１の方向（正のｘ方向）に撓曲され、第３の
可撓性特徴部６７６及び第４の可撓性特徴部６７８は、第１の方向とは反対の同じ第２の
方向（負のｘ方向）に撓曲される。いくつかの実施形態では、整列フレーム６６０が第２
のフェルールへの第１のフェルールの嵌合を容易にし、その結果、第１のフェルールが第
２のフェルールに嵌合した時には、対向する第１の可撓性特徴部６７２と第３の可撓性特
徴部６７６は各々、第１のフェルールによって第１の距離だけ外向きに撓曲され、対向す
る第２の可撓性特徴部６７４と第４の可撓性特徴部６７８は各々、第２のフェルールによ
って第１の距離よりも長い第２の距離だけ外向きに撓曲される。これは、図６Ａ～図６Ｃ
に概略的に示されている。
【００６０】
　図６Ａは、整列フレーム６００がフェルールに係合していない時の可撓性特徴部及びア
ームの位置を示している。図６Ｃは、整列フレーム６００が第１のフェルールと第２のフ
ェルール（図示せず）との嵌合を容易にする時に得られ得る可撓性特徴部及びアームの位
置を示している。第１の可撓性特徴部６７２と第３の可撓性特徴部６７６とは、第１のフ
ェルールと第２のフェルールとが係合する前には距離ｄ０

１３だけ離れており、第１のフ
ェルールと第２のフェルールとが係合した後には距離ｄ１３だけ離れている。同様に、第
２の可撓性特徴部６７４と第４の可撓性特徴部６７８とは、第１のフェルールと第２のフ
ェルールとが係合する前には距離ｄ０

２４だけ離れており、第１のフェルールと第２のフ
ェルールとが係合した後には距離ｄ２４だけ離れている。第１のアーム６７０及び第２の
アーム６７１は、互いから外向きに湾曲していてもよい。ｄ２４とｄ０

２４の差は、ｄ１

３とｄ０
１３との差よりも大きくてもよく、また、第１のアーム６７０及び第２のアーム

６７１が互いから外向きに湾曲していない場合に得られる距離よりも大きくてよい。
【００６１】
　図７Ａは、第１のフェルール７００ａと第２のフェルール７００ｂとの嵌合を容易にし
、図示の実施形態ではファイバリボン中の光ファイバである第１の信号キャリア７４７ａ
と第２の信号キャリア７４７ｂとの間を接続するように構成されている整列フレーム７６
０の斜視図である。他の実施形態では、第１の信号キャリア及び／又は第２の信号キャリ
アは、電気信号キャリア又はハイブリッド信号キャリア（例えば、光ファイバと銅導体の
両方を備えるケーブル）でもよい。第１のフェルール７００ａは、嵌合部分７１３ａを含
んでおり、第２のフェルール７００ｂは、対応する嵌合部分７１３ｂを含んでいる。整列
フレーム７６０は、対向する第１の端部７６４と第２の端部７６６を有するベース７６２
を含んでおり、ベース７６２の対向する端部７６４と７６６から前方へと延びている、対
向する第１のアーム７７０と第２のアーム７７１を含んでいる。第１のアーム７７０は、
第１のアーム７７０の内面に配設され、かつ、第２のアーム７７１に面した、離間してい
る第１の可撓性特徴部７７２及び第２の可撓性特徴部７７４を含み、第２のアーム７７１
は、第２のアーム７７１の内面に配設され、かつ、第１のアーム７７０に面した、離間し
ている第１の特徴部７７６及び第２の特徴部７７８を含んでいる。整列フレーム７６０が
第２のフェルール７００ｂへの第１のフェルール７００ａの嵌合を容易にし、その結果、
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第１のフェルール７００ａが第２のフェルール７００ｂに嵌合した時には、対向する第１
の可撓性特徴部７７２と第３の可撓性特徴部７７６が撓曲して第１のフェルール７００ａ
と接触し、対向する第２の可撓性特徴部７７４と第４の可撓性特徴部７７８が撓曲して第
２のフェルール７００ｂと接触する。いくつかの実施形態では、整列フレーム７６０が第
２のフェルール７００ｂへの第１のフェルール７７０ａの嵌合を容易にし、その結果、第
１のフェルール７００ａが第２のフェルール７００ｂに嵌合した時には、第１のフェルー
ル７００ａ及び第２のフェルール７００ｂは、少なくとも部分的に、第１のアーム７７０
と第２のアーム７７１との間に配設される。
【００６２】
　図７Ｂは、整列フレーム７６０が、第１のフェルール７００ａと第２のフェルール７０
０ｂとの嵌合を容易にするように構成されている、第１のフェルール７００ａ及び第２の
フェルール７００ｂの上面図である。第１のフェルール７００ａは、非可撓性特徴部７１
６ａ及び７１８ａを含んでおり、第２のフェルール７００ｂは、非可撓性特徴部７１６ｂ
及び７１８ｂを含んでいる。非可撓性特徴部７１６ａ、７１８ａ、７１６ｂ及び７１８ｂ
はそれぞれ、嵌合方向（ｚ方向）における第１のフェルール７００ａと第２のフェルール
７００ｂとの相対運動の範囲を制限する挿入停止部７２１ａ、７２３ａ、７２１ｂ及び７
２３ｂを提供し得る。また、整列フレーム７６０は、第１のフェルール７００ａの嵌合部
分７１３ａの反対側に当接するように構成されている停止部分７６１を含んでいる。
【００６３】
　図７Ｃは、嵌合を容易にする整列フレーム７６０と嵌合している、第１のフェルール７
００ａ及び第２のフェルール７００ｂを示している。平面７８２は、嵌合方向（ｚ方向）
に対して垂直であり、かつ、ｘ－ｙ平面に対して平行であり、また、第２の可撓性特徴部
７７４と第４の可撓性特徴部７７８とを接続している。平面７８４は、嵌合方向に対して
垂直であり、かつ、ｘ－ｙ平面に対して平行であり、また、第１の可撓性特徴部７７２と
第３の可撓性特徴部７７６とを接続している。いくつかの実施形態では、整列フレーム７
６０が嵌合方向（ｚ方向）に沿った第２のフェルール７００ｂへの第１のフェルール７０
０ａの嵌合を容易にして、その結果、第１のフェルール７００ａが第２のフェルール７０
０ｂに嵌合した時には、嵌合方向に対して垂直であり、第２の可撓性特徴部７７４と第４
の可撓性特徴部７７８とを接続する平面７８２は、第１のフェルール７００ａと第２のフ
ェルール７００ｂの両方と交差し、嵌合方向に対して垂直であり、第１の可撓性特徴部７
７２と第３の可撓性特徴部７７６とを接続する平面７８４は、第１のフェルール７００ａ
と第２のフェルール７００ｂの両方と交差する。他の実施形態では、第１の可撓性特徴部
７７２及び第３の可撓性特徴部７７６は、第１の端部７６４及び第２の端部７６６のより
近くに配設され、第１の可撓性特徴部７７２と第３の可撓性特徴部７７６とを接続する平
面７８４が第１のフェルール７００ａのみと交差する。いくつかの実施形態では、整列フ
レーム７６０及び第１のフェルール７００ａを少なくとも部分的に第１のコネクタハウジ
ング内に配設してもよく、第２のフェルール７００ｂを少なくとも部分的に第２のコネク
タハウジング内に配設してもよい。
【００６４】
　第１の可撓性特徴部７７２と第２の可撓性特徴部７７４とは、実質的に同じ屈曲特性を
有しても、あるいは異なる屈曲特性を有してもよい。第３の可撓性特徴部７７６と第４の
可撓性特徴部７７８とは、実質的に同じ屈曲特性を有しても、あるいは異なる屈曲特性を
有してもよい。いくつかの実施形態では、第１の可撓性特徴部７７２と第３の可撓性特徴
部７７６とは、実質的に同じ第１の屈曲特性を有しており、第２の可撓性特徴部７７４と
第４の可撓性特徴部７７８とは、実質的に同じ第２の屈曲特性を有している。第２の屈曲
特性は、第１の屈曲特性と実質的に同じでも、あるいは異なっていてもよい。いくつかの
実施形態では、第１の可撓性特徴部７７２及び第２の可撓性特徴部７７４の各々は、第１
のアーム７７０が可撓性であるおかげで、少なくとも部分的に可撓性であり、第３の可撓
性特徴部７７６及び第４の可撓性特徴部７７８の各々は、第２のアーム７７１が可撓性で
あるおかげで、少なくとも部分的に可撓性である。
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【００６５】
　いくつかの実施形態では、整列フレーム７６０が第２のフェルール７００ｂへの第１の
フェルール７００ａの嵌合を容易にし、その結果、第１のフェルール７００ａが第２のフ
ェルール７００ｂに嵌合した時には、対向する第１の可撓性特徴部７７２と第３の可撓性
特徴部７７６が撓曲して、第１のフェルール７００ａ上の対応する非可撓性特徴部７１６
ａ及び７１８ａとそれぞれ接触し、対向する第２の可撓性特徴部７７４と第４の可撓性特
徴部７７８が撓曲して、第２のフェルール７００ｂ上の対応する非可撓性特徴部７１６ｂ
及び７１８ｂとそれぞれと接触する。いくつかの実施形態では、整列フレーム７６０が、
嵌合面（ｘ－ｚ平面）における嵌合方向（ｚ方向）に沿った第２のフェルール７００ｂへ
の第１のフェルール７００ａの嵌合を容易にして、その結果、第１のフェルール７００ａ
が第２のフェルール７００ｂに嵌合し、第１の可撓性特徴部７００ａと第２のフェルール
７００ｂとが嵌合面において互いに対して整列していない時には、第１の可撓性特徴部７
７２、第２の可撓性特徴部７７４、第３の可撓性特徴部７７６及び第４の可撓性特徴部７
７８は、第１のフェルール７００ａと第２のフェルール７００ｂとを協働して誘導して、
互いに整列させる。
【００６６】
　図８Ａは、対向する端部８６４と８６６を有するベース８６２と、対向する端部８６４
と８６６から延びている第１のアーム８７０及び第２のアーム８７１とを含む、整列フレ
ーム８６０の斜視図である。また、整列フレーム８６０は、フェルールの嵌合部分の反対
側に当接するように構成されている停止部分８６１を含んでいる。第１のアーム８７０の
前方部分８７５は、下側梁８６７ａ及び上側梁８６７ｂへとそれぞれ分けられる。第１の
可撓性特徴部８７２は、下側梁８６７ａの内面８６３ａに配設されており、第２の可撓性
特徴部８７４は、上側梁８６７ｂの内面８６３ｂに配設されている。第２のアーム８７１
の前方部分８７９は、下側梁８６８ａ及び上側梁８６８ｂへと分けられる。第３の可撓性
特徴部８７６は、下側梁８６８ａの（内面８６３ａに対応する）内面に配設されており、
第４の可撓性特徴部８７８は、上側梁８６８ｂの（内面８６３ｂに対応する）内面に配設
されている。
【００６７】
　いくつかの実施形態では、第１の可撓性特徴部８７２及び第２の可撓性特徴部８７４の
各々は、第１のアーム８７０の上側梁８６７ｂ及び下側梁８６７ａが可撓性であるおかげ
で、少なくとも部分的に可撓性であり、第３の可撓性特徴部８７６及び第４の可撓性特徴
部８７８の各々は、第２のアーム８７１の上側梁８６８ｂ及び下側梁８６８ａが可撓性で
あるおかげで、少なくとも部分的に可撓性である。
【００６８】
　図８Ｂは、第１のフェルール８００ａと係合している整列フレーム８００の一部分の斜
視図である。第１のフェルール８００ａは、それぞれ対応する下側梁８６７ａ及び８６８
ａ上の第１の可撓性特徴部８７２及び第３の可撓性特徴部８７６と接触している非可撓性
特徴部８１８ａを含んでいる。第１のフェルール８００ａは、光リダイレクト部材８５５
を含んでおり、光リダイレクト部材は、複数の湾曲ミラー８５７の複数の表面８５６を含
み、複数の光導波路８４６ａを含む信号キャリア８４７ａに取り付けられている。複数の
光導波路８４６ａは、複数の光ファイバであっても、あるいは複数の光ファイバを含んで
もよい。いくつかの実施形態では、光リダイレクト部材８５５は、複数の表面８５６から
の全反射（ＴＩＲ）によって、光導波路８４６ａから光リダイレクト部材８５５内へと伝
搬する光の方向を変えることができる複数の表面８５６を含む。いくつかの実施形態では
、表面８５６は、例えば、反射コーティングを含んでもよく、又は別の方法で反射性にし
てもよい。いくつかの実施形態では、第１のフェルール８００ａは、本明細書の他の箇所
で説明したような導波路整列部材を含んでもよい。いくつかの実施形態では、第１のフェ
ルール８００ａは、光リダイレクト部材の反対側に対向する光学窓を含む。第２のフェル
ール８００ｂ（図８Ｃを参照）は、光学窓８９５を含んでおり、対向する光リダイレクト
部材を含んでもよい。光学窓８９５には、反射防止コーティングが塗布されていてもよい
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。
【００６９】
　図８Ｃは、第１のフェルール８００ａと係合しており、第２のフェルール８００ｂへの
第１のフェルール８００ａの嵌合を容易にするために配設される整列フレーム８６０の斜
視図である。第２のフェルール８００ｂは、非可撓性特徴部８１６ｂ及び８１８ｂを含ん
でいる。第２のフェルール８００ｂは、複数の光ファイバを含み得る信号キャリア８４７
ｂに接続されている。第１のフェルール８００ａ及び第２のフェルール８００ｂは両性型
フェルールでもよく、又は、一体型フェルールでもよい。
【００７０】
　いくつかの実施形態では、整列フレーム８６０が第２のフェルール８００ｂへの第１の
フェルール８００ａの嵌合を容易にし、その結果、第１のフェルール８６０ａが第２のフ
ェルール８００ｂに嵌合した時には、第１の可撓性アーム８７０及び第２の可撓性アーム
８７１の下側梁８６７ａ及び８６８ａが撓曲して、第１のフェルール８００ａ上の対応す
る非可撓性特徴部８１６ａ及び８１８ａとそれぞれ接触し、第１の可撓性アーム８７０及
び第２の可撓性アーム８７１の上側梁８６７ｂ及び８６８ｂが撓曲して、第２のフェルー
ル８００ｂ上の対応する非可撓性特徴部８１６ｂ及び８１８ｂと接触する。他の実施形態
では、第１の可撓性アーム８７０及び第２の可撓性アーム８７１の下側梁８６７ａ及び８
６８ａが撓曲して、第２のフェルール８００ｂ上の対応する非可撓性特徴部８１６ｂ及び
８１８ｂと接触し、第１の可撓性アーム８７０及び第２の可撓性アーム８７１の上側梁８
６７ｂ及び８６８ｂが撓曲して、第１のフェルール８００ａ上の対応する非可撓性特徴部
８１６ａ及び８１８ａと接触するように非可撓性特徴部８１６ａ、８１８ａ、８１６ｂ及
び８１８ｂを配設してもよい。
【００７１】
　いくつかの実施形態では、フェルールは、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部を有
してもよく、これらの特徴部のうちの１つが拡張可能であり、あるいは、これらの特徴部
のうちの１つが圧縮可能である。特徴部は、フェルールの本体よりも実質的に拡張可能又
は圧縮可能である場合に、拡張可能又は圧縮可能であると言うことができる。開口部の両
側に対向する従順特徴部を含むことによって、開口部を拡張可能にすることができる。対
向する従順特徴部は、対向する可撓性アームでもよく、あるいは、例えば、開口部の両側
に配設された、フェルールの本体よりも従順なエラストマー材料の層でもよい。特徴部の
両側に従順特徴部を含むことによって、特徴部を圧縮可能にすることができる。対向する
従順特徴部は、対向する可撓性アームでもよく、あるいは、例えば、圧縮可能な特徴部の
両側に配設された、フェルールの本体よりも従順なエラストマー材料の層でもよい。
【００７２】
　図９Ａ～図９Ｂは、第１の特徴部９０１及び第２の特徴部９１１を有するフェルール９
００の概略平面図である。第１の特徴部９０１及び第２の特徴部９１１は、嵌合フェルー
ルの対応する整列特徴部と嵌合するための整列特徴部である。第２の特徴部９１１は拡張
可能であり、図９Ａに示した非拡張状態、及び図９Ｂに示した拡張状態を有する拡張可能
な開口部９１３を画定する。第１の特徴部９０１のサイズ及び形状を有する物体を開口部
９１３に挿入すると、開口部９１３が非拡張状態から拡張状態へと拡張される。第２の特
徴部９１１は、開口部９１３の第１の側部９１７に取り付けられた第１の固定端９２２及
び反対側の第１の自由端９２４を有する第１の可撓性アーム９２０を含み、開口部９１３
の第１の側部９１７と反対側の第２の側部９１９に取り付けられた第２の固定端９３２及
び反対側の第２の自由端９３４を有する第２の可撓性アーム９３０を含んでおり、開口部
９１３が非拡張状態である時には、第１の自由端９２４及び第２の自由端９３４は第１の
距離ｄ１だけ離れており、拡張可能な開口部が拡張状態である時には、第１の自由端９２
４及び第２の自由端９３４は、第１の距離ｄ１よりも大きい第２の距離ｄ２だけ離れてい
る。第１のアーム９２０及び第２のアーム９３０はそれぞれ、対向する第１の従順特徴部
と第２の従順特徴部である。非拡張状態では、第１のアーム９２０及び第２のアーム９３
０は非撓曲状態であり、拡張状態では、第１のアーム９２０及び第２のアーム９３０は、
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撓曲状態である。
【００７３】
　第１の特徴部９０１は、フェルール９００のフェルール嵌合方向（ｚ方向）に沿った第
１の場所９２７に配置されており、第２の特徴部９１１は、フェルール嵌合方向に沿った
実質的に異なる第２の場所９２９に配置されている。フェルール９００がフェルール嵌合
方向に沿って嵌合フェルールと嵌合する時、第１の特徴部特徴部９０１及び第２の特徴部
９１１は、嵌合光フェルールの対応する整列特徴部に、実質的に同時に係合する。図示の
実施形態では、第１の場所９２７は、フェルール９００の前方９０７にあり、第２の場所
は、光フェルールの後方９０９にある。他の実施形態では、第１の場所及び第２の場所は
、フェルールの長軸に対して斜めの角度であってもよい。
【００７４】
　フェルール嵌合方向に沿った第１の場所９２７及び第２の場所９２９は、嵌合方向に沿
って、第１の整列特徴部と第２の整列特徴部との最も近接した部分の間隔がゼロでない場
合に、実質的に異なると言うことができる。例えば、ｘ－ｙ平面に配置されたフェルール
の同じ側部に配設された整列特徴部同士は、この場合、整列特徴部のｚ軸に沿って最も近
接した部分の間隔がゼロとなるので、例えば、ｚ軸に沿って実質的に異なる場所を有する
とは言われない。
【００７５】
　フェルール９００の第１の特徴部９０１は、嵌合フェルールの（第２の特徴部９１１の
サイズ及び形状を有し得る）対応する整列特徴部に接触するように適合されていてもよい
。同様に、フェルール９００の第２の特徴部９１１は、嵌合フェルールの（第１の特徴部
９０１のサイズ及び形状を有し得る）対応する整列特徴部に接触するように適合されてい
てもよい。いくつかの実施形態では、フェルール９００は、長さ方向（例えば、ｚ方向）
及び厚さ方向（例えば、ｙ方向）を有し、フェルール９００は、フェルールの長さ方向に
沿って嵌合フェルールと嵌合するように適合されていてもよい。第１の特徴部９０１は、
第１の特徴部９０１の第１の接触領域において（例えば、第１の特徴部９０１の側部にお
いて）嵌合フェルールの対応する特徴部に接触するように適合されていてもよく、第２の
特徴部９１１は、第２の特徴部９１１の第２の接触領域において（例えば、第１のアーム
９２０及び第２のアーム９３０の内側において）嵌合フェルールの対応する整列特徴部に
接触するように適合されていてもよい。第１の特徴部９０１の第１の接触領域は、厚さ方
向並びに長さ方向に沿って、第２の特徴部９１１の第２の接触領域から変位していてもよ
い。また、いくつかの実施形態では、第１の接触領域及び第２の接触領域は、横断方向（
例えば、ｘ方向）に沿って、互いから変位していてもよい。
【００７６】
　本明細書の他の箇所で更に説明するように、いくつかの実施形態では、フェルール９０
０は、フェルールの直交する２つの寸法の各々に沿って、嵌合フェルールと嵌合するよう
に適合されている。直交する２つの寸法は、フェルール９００の（ｚ方向に沿った）長さ
寸法及び（ｙ方向に沿った）厚さ寸法であり得る。
【００７７】
　フェルール９００は、任意の種類のフェルール、例えば、電気フェルール、光フェルー
ル又はハイブリッドフェルーであってもよい。いくつかの実施形態では、フェルール９０
０は、光を受光し、伝送するように適合されている光フェルールである。いくつかの実施
形態では、フェルール９００は、光信号キャリアに光学結合され、光信号キャリアにより
搬送される光信号を嵌合フェルールに転送するように適合される。光信号キャリアは、例
えば、光導波路、光電子デバイス、光学検出器、光学放射器、及び／若しくは、光学素子
の少なくとも１つ以上である部分（例えば、部分３４９ａ及び３４９ｂに対応する部分）
、又はそれを含む部分を含んでよく、光学素子には、１つ以上のプリズム、１つ以上の光
フィルタ、若しくは１つ以上の光導波路を含んでもよい。いくつかの実施形態では、フェ
ルール９００は、フェルールの長さ方向（ｚ方向）に沿って光を受光し、受光した光をフ
ェルール９００の厚さ方向（ｙ方向）に沿ってリダイレクトするための少なくとも１つの
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光リダイレクト素子を含む。光リダイレクト素子は、本明細書の他の箇所で説明する任意
の光リダイレクト素子に対応し得る。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、フェルール９００は両性型であり、いくつかの実施形態では
、フェルール９００は一体型である。いくつかの実施形態では、フェルール９００が、フ
ェルール９００と同じサイズ及び形状を有し得る嵌合フェルールと嵌合する時に、フェル
ール９００と嵌合フェルールとが整列していない場合、フェルール９００の第１の特徴部
９０１及び第２の特徴部９１１、並びに嵌合フェルールの第１の整列特徴部及び第２の整
列特徴部は、フェルール９００及び嵌合フェルールを誘導して、互いに整列させることが
できる。
【００７９】
　いくつかの実施形態では、ハウジングと、少なくとも部分的にハウジング内に配設され
た少なくとも１つのフェルール９００とを含むコネクタが提供される。例えば、図２Ａ～
図３Ｃの任意又は全部のフェルール２００－１、２００－２、２００－Ｃ、あるいは３０
０ａ及び３００ｂを、それぞれのハウジングにおいて、フェルール９００と置換すること
ができる。
【００８０】
　図１０は、１つに嵌合している、光フェルール１０００ａと嵌合光フェルール１０００
ｂと含むフェルールアセンブリ１００５の斜視図である。光フェルール１０００ａは、第
１の整列特徴部１００１ａと、第２の整列特徴部１０１１ａと、図示の実施形態では第１
の可撓性アーム及び第２の可撓性アームを備える、対向する第１の従順特徴部１０２０ａ
と第２の従順特徴部１０３０ａとを含んでいる。嵌合光フェルール１０００ｂは、第２の
整列特徴部１０１１ａに係合するように適合されている第２の整列特徴部１００１ｂと、
第１の整列特徴部１００１ａに係合するように適合されている第１の整列特徴部１０１１
ｂとを含んでいる。第１の整列特徴部１０１１ｂは、対向する第１の従順特徴部１０２０
ｂと第２の従順特徴部１０３０ｂを含んでいる。
【００８１】
　光フェルール１０００ａの第２の整列特徴部１０１１ａは、拡張可能な開口部１０１３
ａを画定しており、嵌合光フェルール１０００ｂの第１の整列特徴部１０１１ｂは、拡張
可能な開口部１０１３ｂを画定している。第１の整列特徴部１００１ａは、拡張状態であ
る拡張可能な開口部１０１３ｂに挿入されている。同様に、第２の整列特徴部１００１ｂ
は、拡張状態である拡張可能な開口部１０１３ａに挿入されている。光フェルール１００
０ａは、本明細書の他の箇所で説明する、任意の導波路整列部材及び光リダイレクト部材
にそれぞれ対応し得る導波管整列部材１０５２ａ及び光リダイレクト部材１０５５ａを含
んでいる。光リダイレクト部材１０５５ａは、長さ方向１０５９に沿って光を受光し、受
光した光を光フェルールの厚さ方向１０６９に沿ってリダイレクトするための複数の光リ
ダイレクト素子１０５７ａを含んでいる。また、嵌合フェルール１０００ｂは、対応する
導波路整列部材及び対応する光リダイレクト部材を含んでもよい。光フェルール１０００
ａ及び嵌合光フェルール１０００ｂはそれぞれ両性型でもよく、それぞれ一体型でもよい
。
【００８２】
　いくつかの実施形態では、本明細書のフェルールは、フェルールの直交する２つの寸法
の各々に沿って嵌合フェルールと嵌合するように適合されていてもよく、即ち、（例えば
、フェルールの長軸に対して）直交する２つの方向が存在してもよく、フェルールは、そ
れに沿って、嵌合フェルールと嵌合するために、嵌合フェルールに対して移動するように
適合されている。光フェルール１０００ａ及び嵌合光フェルール１０００ｂは、フェルー
ルの嵌合方向である長さ方向１０５９（長さ寸法に沿った方向）に沿って嵌合するように
適合されている。光フェルール１０００ａ及び嵌合光フェルール１０００ｂはまた、直交
する厚さ方向１０６９（厚さ寸法に沿った方向）に沿って嵌合するように適合されていて
もよい。光フェルール１０００ａ及び嵌合光フェルール１０００ｂは、厚さ方向１０６９
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に沿ってそれらのフェルールを一緒に移動させることによって、又は長さ方向１０５９に
沿ってそれらのフェルールを一緒に移動させることによって、又は厚さ方向１０６９と長
さ方向１０５９との中間の方向に沿ってそれらのフェルールを一緒に移動させることによ
って、図１０に示す嵌合位置に接近することができる。
【００８３】
　図１１Ａ～図１１Ｂは、それぞれ、光フェルール１１００ａと嵌合光フェルール１１０
０ｂとを含むフェルールアセンブリ１１０５の上面斜視図及び底面斜視図である。光フェ
ルール１１００ａは、第１の整列特徴部１１０１ａと、拡張可能な開口部を画定する第２
の整列特徴部１１１１ａとを含んでいる。嵌合光フェルール１１００ｂは、第２の整列特
徴部１１０１ｂと、拡張可能な開口部を画定する第１の整列特徴部１１１１ｂとを含んで
いる。第１の整列特徴部１１１１ｂが第１の整列特徴部１１０１ａに係合するように適合
されているので、第１の整列特徴部１１１１ｂは、第１の整列特徴部１１０１ａのための
対応する整列特徴部と言い表してもよい。同様に、第２の整列特徴部１１１１ｂが第２の
整列特徴部１１１１ａに係合するように適合されているので、第２の整列特徴部１１０１
ｂは、第２の整列特徴部１１１１ａのための対応する整列特徴部と言い表してもよい。第
１の整列特徴部１１０１ａは、拡張状態である第１の整列特徴部１１１１ｂに挿入されて
いる。同様に、第２の整列特徴部１１０１ｂは、拡張状態である第２の整列特徴部１１１
１ａに挿入されている。光フェルール１１００ａは、複数の光ファイバ１１４６ａを含む
信号キャリア１１４７ａに取り付けられており、嵌合光フェルール１１００ｂは、複数の
光ファイバ１１４６ｂを含む信号キャリア１１４７ｂに取り付けられている。
【００８４】
　図２Ａ～図３Ｃに示した任意のコネクタハウジングに、フェルール１０００ａ、１００
０ｂ、１１００ａ又は１１００ｂなど、本明細書で説明する任意のフェルールを配設して
もよい。
【００８５】
　いくつかの実施形態では、フェルールは、一定のサイズ及び形状を有する第１の整列特
徴部及び第２の整列特徴部を備え、光フェルールが対応する嵌合光フェルールと嵌合方向
に沿って嵌合する時には、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部が、嵌合方向に沿って
フェルールを一緒に保持する向きの力を提供するように適合されている。フェルールと、
対応する第２のフェルールとを嵌合方向に沿って離れるように移動させると、第１の整列
特徴部及び第２の整列特徴部は、嵌合方向に沿って復元力を与えるように適合され得る。
そのような特徴部は、フェルールと嵌合フェルールとを確実に整列したままにすることが
でき、図１２Ａ～図１４に示されている。
【００８６】
　図１２Ａ～図１２Ｂは、それぞれ、フェルール１２００の概略上面図及び概略側面図で
ある。フェルール１２００は、第１の整列特徴部１２０１を含む下側部分１２５１と、第
２の整列特徴部１２１１を含む上側部分１２５４とを含んでいる。第２の整列特徴部１２
１１は、対向する第１の従順特徴部１２２０と第２の従順特徴部１２３０を含んでおり、
拡張可能な開口部１２１３を画定する。第１の整列特徴部１２０１と第２の整列特徴部１
２１１とは、長さ方向（ｚ方向）及び厚さ方向（ｙ方向）に沿って、互いに対してオフセ
ットしている。
【００８７】
　図１３Ａ～図１３Ｂは、それぞれ、フェルール１２００に対応するフェルール１３００
の概略上面図及び概略側面図である。フェルール１２００及びフェルール１３００は、両
性型でもよく、同じサイズ及び形状を有してもよい。フェルール１３００は、上側部分１
３５１と、下側部分１３５４（図１３Ｂを参照）と、第１の整列特徴部１２０１と同じサ
イズ及び形状を有し、第２の整列特徴部１２１１に係合するように適合されている整列特
徴部１３０１とを含んでいる。フェルール１３００はまた、第１の整列特徴部１２０１に
係合するように適合されている整列特徴部を含んでもよい。
【００８８】
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　図１４は、フェルール１３００と嵌合しているフェルール１２００を含むフェルールア
センブリ１４０５の概略上面図である。フェルール１３００の整列特徴部１３０１は、フ
ェルール１２００の第２の整列特徴部１２１１と係合しており、フェルール１２００の第
１の整列特徴部１２０１は、フェルール１３００の対応する整列特徴部（図示せず）と係
合し得る。整列特徴部１３０１及び１２１１は、フェルール１２００及び１３００を一緒
に保持する向きのｚ方向に沿った力が存在し得るような、サイズ及び形状を有する。フェ
ルール１２００及び１３００をｚ方向に沿って離れるように移動させると、整列特徴部１
３０１及び１２１１は、ｚ方向に沿って復元力を与えるように適合され得る。整列特徴部
の幾何学的形状は、ラッチを備えるものとしてもよく、フェルールを嵌合及び嵌合解除す
るためには、他の実施形態と比較して余分の力が必要となり得る。
【００８９】
　いくつかの実施形態では、フェルールは、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部を有
してもよく、これらの整列特徴部のうちの１つは圧縮可能である。図１５Ａ及び図１５Ｂ
は、第１の特徴部１５０１を含む上側部分１５５４と、第２の特徴部１５１１を含む下側
部分１５５１とを含んでいるフェルール１５００の概略上面図である。図１５Ｃは、フェ
ルール１５００の概略側面図である。第１の特徴部１５０１及び第２の特徴部１５１１は
、嵌合フェルールの対応する整列特徴部と嵌合するための整列特徴部である。図１５Ａに
おいて、第２の特徴部１５１１は、非圧縮状態であり、図１５Ｂにおいて、第２の特徴部
１５１１は、圧縮状態である。圧縮可能な第２の特徴部１５１１を、第１の特徴部１５０
１のサイズ及び形状を有する物体の開口部に挿入すると、第２の特徴部が非圧縮状態から
圧縮状態へと圧縮される。第２の特徴部１５１１は、対向する第１の側部１５１７と第２
の側部１５１９を備える本体１５０６を含んでおり、本体１５０６の両側部１５１７及び
１５１９に、第１の従順特徴部１５２０及び第２の従順特徴部１５３０を含んでいる。図
示の実施形態では、第１の従順特徴部１５２０は、本体１５０６の第１の側部１５１７に
取り付けられた第１の固定端１５２２を有し、かつ、反対側の第１の自由端１５２４を有
する、第１の可撓性アームである。同様に、図示の実施形態では、第２の従順特徴部１５
３０は、本体１５０６の第２の側部１５１９に取り付けられた第２の固定端１５３２を有
し、かつ、反対側の第２の自由端１５３４を有する、第２の可撓性アームである。
【００９０】
　第２の特徴部１５１１が圧縮状態（図１５Ｂ）である時には、第１の自由端１５２４と
第２の自由端１５３４とは、第１の距離ｄ１だけ離れており、第２の特徴部１５１１が非
圧縮状態（図１５Ａ）である時には、第１の自由端１５２４と第２の自由端１５３４とは
、第１の距離ｄ１よりも大きい第２の距離ｄ２だけ離れている。非圧縮状態では、第１の
アーム１５２０及び第２のアーム１５３０は非撓曲状態であり、圧縮状態では、第１のア
ーム１５２０及び第２のアーム１５３０は、撓曲状態である。
【００９１】
　フェルール１５００の第１の特徴部１５０１は、嵌合フェルールの（第２の特徴部１５
１１のサイズ及び形状を有し得る）対応する整列特徴部に接触するように適合されていて
もよい。同様に、フェルール１５００の第２の特徴部１５１１は、嵌合フェルールの（第
１の特徴部１５０１のサイズ及び形状を有し得る）対応する整列特徴部に接触するように
適合されていてもよい。いくつかの実施形態では、フェルール１５００は、長さ方向（例
えば、ｚ方向）及び厚さ方向（例えば、ｙ方向）を有し、フェルール１５００は、フェル
ールの長さ方向に沿って嵌合フェルールと嵌合するように適合されていてもよい。第１の
特徴部１５０１は、第１の特徴部１５０１の第１の接触領域において（例えば、第１の特
徴部１５０１の両側において）嵌合フェルールの対応する特徴部に接触するように適合さ
れていてもよく、第２の整列特徴部１５１１は、第２の特徴部１５１１の第２の接触領域
において（例えば、第１のアーム１５２０及び第２のアーム１５３０の外側において）嵌
合フェルールの対応する整列特徴部に接触するように適合されていてもよい。第１の特徴
部１５０１の第１の接触領域は、厚さ方向並びに長さ方向に沿って、第２の特徴部１５１
１の第２の接触領域から変位していてもよい。また、いくつかの実施形態では、第１の接



(25) JP 6971240 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

触領域及び第２の接触領域は、横断方向（例えば、ｘ方向）に沿って、互いから変位して
いてもよい。
【００９２】
　本明細書の他の箇所で更に説明するように、いくつかの実施形態では、フェルール１５
００は、フェルールの直交する２つの寸法の各々に沿って、嵌合フェルールと嵌合するよ
うに適合される。直交する２つの寸法は、フェルール１５００の（ｚ方向に沿った）長さ
寸法及び（ｙ方向に沿った）厚さ寸法であり得る。
【００９３】
　フェルール１５００は、任意の種類のフェルール、例えば、電気フェルール、光フェル
ール又はハイブリッドフェルールであってもよい。いくつかの実施形態では、フェルール
１５００は、光を受光し、伝送するように適合されている光フェルールである。いくつか
の実施形態では、フェルール１５００は、光信号キャリアに光学結合され、光信号キャリ
アにより搬送される光信号を嵌合フェルールに転送するように適合される。光信号キャリ
アは、例えば、光導波路、光電子デバイス、光学検出器、光学放射器、及び／若しくは、
光学素子の少なくとも１つ以上である部分（例えば、部分３４９ａ及び３４９ｂに対応す
る部分）、又はそれを含む部分を含んでよく、光学素子には、１つ以上のプリズム、１つ
以上の光フィルタ、若しくは１つ以上の光導波路を含んでもよい。いくつかの実施形態で
は、フェルール１５００は、フェルールの長さ方向（ｚ方向）に沿って光を受光し、受光
した光をフェルール１５００の厚さ方向（ｙ方向）に沿ってリダイレクトするための少な
くとも１つの光リダイレクト素子を含む。光リダイレクト素子は、本明細書の他の箇所で
説明する任意の光リダイレクト素子に対応し得る。
【００９４】
　いくつかの実施形態では、フェルール１５００は両性型であり、いくつかの実施形態で
は、フェルール１５００は一体型である。いくつかの実施形態では、フェルール１５００
が、フェルール１５００と同じサイズ及び形状を有し得る嵌合フェルールと嵌合する時に
、フェルール１５００と嵌合フェルールとが整列していない場合、フェルール１５００の
第１の特徴部１５０１及び第２の特徴部１５１１、並びに嵌合フェルールの第１の特徴部
及び第２の特徴部は、フェルール１５００及び嵌合フェルールを誘導して、互いに整列さ
せることができる。
【００９５】
　いくつかの実施形態では、ハウジングと、少なくとも部分的にハウジング内に配設され
た少なくとも１つのフェルール１５００とを含むコネクタが提供される。例えば、図２Ａ
～図３Ｃの任意又は全部のフェルール２００－１、２００－２、２００－Ｃ、あるいは３
００ａ及び３００ｂを、それぞれのハウジングにおいて、フェルール１５００と置換する
ことができる。
【００９６】
　図１６は、第１の光フェルール１６００ａ及び第２の光フェルール１６００ｂの斜視図
である。第１の光フェルール１６００ａ及び第２の光フェルール１６００ｂは、両性型で
もよく、一体型でもよく、実質的に同じサイズ及び形状を有してもよい。第１の光フェル
ール１６００ａは、フェルールの嵌合方向である長さ方向１６５９（第１のフェルール１
６００ａの長さ寸法に沿った方向）に沿って、かつ、同じくフェルールの嵌合方向である
、直交する厚さ方向１６６９（第１のフェルール１６００ａの厚さ寸法に沿った方向）に
沿って、第２の光フェルール１６００ｂと嵌合するように適合されている。
【００９７】
　第１の光フェルール１００６ａは、本明細書の他の箇所で説明する、任意の導波路整列
部材及び光リダイレクト部材にそれぞれ対応し得る、導波管整列部材１６５２ａ及び光リ
ダイレクト部材１６５５ａを含んでいる。第１の光フェルール１６００ａはまた、第１の
光フェルール１６００ａの、光リダイレクト部材１６５５ａとは反対側に光学窓を含んで
もよい。第２の光フェルール１６００ｂは、光学窓１６９５ｂを含んでおり、第２の光フ
ェルール１６００ｂの、光学窓１６９５ｂとは反対側に光リダイレクト部材を含んでもよ
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い。光学窓１６９５ｂ及び／又は第１の光フェルール１６００ａの対応する光学窓は、反
射防止コーティングが塗布されていてもよい。
【００９８】
　第１の光フェルール１６００ａの第１の整列特徴部１６０１ａは、第１の整列特徴部１
６０１ａの第１の接触領域１６８１ａにおいて第２の光フェルール１６００ｂの対応する
整列特徴部（第２の整列特徴部１６１１ｂ）に接触するように適合されており、第１の光
フェルール１６００ａの第２の整列特徴部１６１１ａは、第２の整列特徴部１６１１ａの
第２の接触領域１６８３ａにおいて第２の光フェルール１６００ｂの対応する整列特徴部
（第１の整列特徴部１６０１ｂ）に接触するように適合されている。いくつかの実施形態
では、第１の接触領域１６８１ａと第２の接触領域１６８３ａとは、少なくとも第１の光
フェルール１６００ａの長さ方向１６５９及び厚さ方向１６６９に沿って、互いに対して
オフセットしている。同様に、第２の光フェルール１６００ｂの第１の整列特徴部１６０
１ｂは、第１の整列特徴部１６０１ｂの第１の接触領域１６８１ｂにおいて第１の光フェ
ルール１６００ａの対応する整列特徴部（第２の整列特徴部１６１１ａ）に接触するよう
に適合されており、第２の光フェルール１６００ｂの第２の整列特徴部１６１１ｂは、第
２の整列特徴部１６１１ｂの第２の接触領域１６８３ｂにおいて第１の光フェルール１６
００ａの対応する整列特徴部（第１の整列特徴部１６０１ａ）に接触するように適合され
ている。いくつかの実施形態では、第１の接触領域１６８１ｂと第２の接触領域１６８３
ｂとは、少なくとも第２の光フェルール１６００ｂの長さ寸法及び厚さ寸法に沿って、互
いに対してオフセットしている。
【００９９】
　図１７Ａは、第２の光フェルール１７００ｂに嵌合している第１の光フェルール１７０
０ａを含むフェルールアセンブリ１７０５の斜視図である。第２の光フェルール１７００
ｂは、説明を容易にするために半透明として示されている。第１の光フェルール１７００
ａは、直交している長さ方向及び厚さ方向に沿って、長さ寸法１７５９と、直交する厚さ
寸法１７６９とを有している。第２の光フェルール１７００ｂは同様に、直交する長さ寸
法と厚さ寸法とを有する。図１７Ｂは、図１７Ａの完全に嵌合している構成から、長さ寸
法１７５９に沿って離れている第１の光フェルール１７００ａ及び第２の光フェルール１
７００ｂを示している斜視図である。図１７Ｃは、図１７Ａの完全に嵌合している構成か
ら、厚さ寸法１７６９に沿って離れている第１の光フェルール１７００ａ及び第２の光フ
ェルール１７００ｂを示している斜視図である。
【０１００】
　いくつかの実施形態では、第１の光フェルール１７００ａは、光フェルール１７００ａ
の長さ寸法１７５９及び厚さ寸法１７６９の各々に沿って、第２の光フェルール１７００
ｂと嵌合するように適合されている。すなわち、第１の光フェルール１７００ａ及び第２
の光フェルール１７００ｂは、厚さ寸法１７６９に沿ってフェルールを一緒に移動させる
こと（例えば、厚さ寸法１７６９に沿って図１７Ｃの構成から図１７Ａに示した構成まで
光フェルール１７００ａ及び１７００ｂを移動させること）によって、及び／又は、長さ
寸法１７５９に沿ってフェルールを一緒に移動させること（例えば、長さ寸法１７５９に
沿って図１７Ｂの構成から図１７Ａに示した構成まで光フェルール１７００ａ及び１７０
０ｂを移動させること）によって、図１７Ａに示した嵌合位置に接近することができる。
また、第１の光フェルール１７００ａ及び第２の光フェルール１７００ｂは、厚さ寸法１
７６９の方向と長さ寸法１７５９の方向との中間の方向に沿ってフェルールを一緒に移動
させることによって、図１７Ａに示した嵌合位置に接近することができる。嵌合している
時、第１の光フェルール１７００ａは、直交する第１の寸法及び第２の寸法に沿って第２
の光フェルール１７００ｂに対して第１の光フェルール１７００ａを移動させることによ
って、第２の光フェルール１７００ｂから嵌合解除するように適合されている。例えば、
図１７Ａに示した嵌合構成の光フェルール１７００ａと１７００ｂとを長さ寸法１７５９
に沿って離して、その結果、図１７Ｂに示した離隔構成にすることができ、あるいは、光
フェルール１７００ａと１７００ｂとを厚さ寸法１７６９に沿って離して、その結果、図
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１７Ｃに示した離隔構成にすることができる。また、第１の光フェルール１７００ａ及び
第２の光フェルール１７００ｂは、厚さ寸法１７６９に沿った方向と長さ寸法１７５９に
沿った方向との中間の方向に沿ってフェルールを離れるように移動させることによって図
１７Ａに示した嵌合位置から離すことができる。第１の光フェルール１７００ａは、第１
の整列特徴部１７０１ａ及び第２の整列特徴部１７１１ａを含んでおり、第２の光フェル
ール１７００ｂは、第１の整列特徴部１７０１ｂ及び第２の整列特徴部１７１１ｂを含ん
でいる。第１の光フェルール１７００ａの第１の整列特徴部１７０１ａは、第１の整列特
徴部１７０１ａの第１の接触領域１７８１ａにおいて第２の光フェルール１７００ｂの対
応する整列特徴部（第２の整列特徴部１７１１ｂ）に接触するように適合されており、第
１の光フェルール１７００ａの第２の整列特徴部１７１１ａは、第２の整列特徴部１７１
１ａの第２の接触領域１７８３ａにおいて第２の光フェルール１７００ｂの対応する整列
特徴部（第１の整列特徴部１７０１ｂ）に接触するように適合されている。いくつかの実
施形態では、第１の接触領域１７８１ａと第２の接触領域１７８３ａとは、少なくとも第
１の光フェルール１７００ａの長さ寸法１７５９及び厚さ寸法１７６９に沿って、互いに
対してオフセットしている。
【０１０１】
　図１８Ａ及び図１８Ｂは、それぞれ、第１の整列特徴部１８０１と第２の整列特徴部１
８１１とを含む光フェルール１８００の上面斜視図及び底面斜視図である。光フェルール
１８００は、本明細書の他の箇所で説明する、任意の導波路整列部材及び光リダイレクト
部材にそれぞれ対応し得る、導波管整列部材１８５２及び光リダイレクト部材１８５５を
含んでいる。光フェルールは、光リダイレクト部材１８５５の反対側に、光学窓１８９５
、例えば凹型光学窓を含んでいる。光学窓１８９５には、反射防止コーティングが塗布さ
れていてもよい。
【０１０２】
　光フェルール１８００の第１の整列特徴部１８０１は、嵌合光フェルールの（第２の整
列特徴部１８１１のサイズ及び形状を有し得る）対応する整列特徴部に接触するように適
合されている。同様に、光フェルール１８００の第２の整列特徴部１８１１は、嵌合光フ
ェルールの（第１の整列特徴部１８０１のサイズ及び形状を有し得る）対応する整列特徴
部に接触するように適合されている。第１の整列特徴部１８０１は、第１の接触領域１８
８１において嵌合光フェルールの対応する整列特徴部に接触しており、第２の整列特徴部
１８１１は、第２の接触領域１８８３において嵌合光フェルールの対応する整列特徴部に
接触している。第１の接触領域１８８１と第２の接触領域１８８３とは、光フェルール１
８００の長さ寸法及び厚さ寸法にそれぞれ沿った第１の軸線１８５９及び第２の軸線１８
６９に少なくとも沿って、互いに対してオフセットしている。第１の整列特徴部１８０１
と第２の整列特徴部１８１１とは、長さ寸法に沿って実質的に異なる場所に配置されてい
る。
【０１０３】
　光フェルール１８００は、長さ寸法と厚さ寸法の両方に沿って嵌合光フェルールと嵌合
するように適合されていてもよい。これは、各々が光フェルール１８００に対応し得る光
フェルール１８００ａ及び嵌合光フェルール１８００ｂの斜視図である図１８Ｃ～図１８
Ｄに示されている。図１８Ｃでは、光フェルール１８００ａ及び嵌合光フェルール１８０
０ｂは、光フェルール１８００ａ及び嵌合光フェルール１８００ｂの長さ寸法に沿った軸
線１８５９に沿って離れている。第１の嵌合方向１８８９－１に沿って光フェルール１８
００ａ及び嵌合光フェルール１８００ｂを一緒に移動させることによって、軸線１８５９
に対して平行である第１の嵌合方向１８８９－１に沿って光フェルール１８００ａと嵌合
光フェルール１８００ｂとを嵌合させることができる。図１８Ｄでは、光フェルール１８
００ａ及び嵌合光フェルール１８００ｂは、光フェルール１８００ａ及び嵌合光フェルー
ル１８００ｂの厚さ寸法に沿った軸線１８６９に沿って離れている。第２の嵌合方向１８
８９－２に沿って光フェルール１８００ａ及び嵌合光フェルール１８００ｂを一緒に移動
させることによって、軸線１８６９に対して平行である第２の嵌合方向１８８９－２に沿
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って光フェルール１８００ａと嵌合光フェルール１８００ｂとを嵌合させることができる
。同様に、光フェルール１８００ａと嵌合光フェルール１８００ｂとが嵌合した後、直交
する第１の嵌合方向１８８９－１及び第２の嵌合方向１８８９－２のいずれかに沿ってフ
ェルールを互いから離れるように移動させることによって、フェルールを嵌合解除するこ
とができる。
【０１０４】
　図２４Ａは、第１の光フェルール２４００ａの上面斜視図であり、図２４Ｂは、実質的
に同一の両性型フェルールであり得る第１の光フェルール２４００ａ及び第２の光フェル
ール２４００ｂの斜視図である。光フェルール２４００ａは、本体２４１０と、第１の整
列特徴部２４０１ａと、前進停止部２４２１ａ及び２４２３ａ（図２４Ｂを参照）と、導
波路整列部材２４５２と、光リダイレクト部材２４５５と、第２の整列特徴部（図示せず
）とを含んでいる。第１の整列特徴部２４０１ａは、離間している第１の部分２４２０及
び第２の部分２４３０と、中央部分２４２５とを含んでいる。第１の軸線２４５９は、第
１の光フェルール２４００ａの長さ寸法に沿っており、第２の軸線２４６９は、第１の光
フェルール２４００ａの厚さ寸法に沿っている。第１の部分２４２０及び第２の部分２４
３０は、第１の光フェルール２４００ａの本体２４１０から、第１の嵌合方向（第１の軸
線２４５９に沿った方向）に沿って中央部分２４２５よりも遠くまで延びている。第２の
光フェルール２４００ｂは、第１の整列特徴部２４０１ｂと、第２の整列特徴部２４１１
ｂと、前進停止部２４２１ｂ及び２４２３ｂと、光学窓２４９５ｂとを含んでいる。第１
の整列特徴部２４０１ｂと第２の整列特徴部２４１１ｂとは、第１の嵌合方向に沿って実
質的に異なる場所に配置されている。
【０１０５】
　第１の光フェルール２４００ａと第２の光フェルール２４００ｂとが嵌合している時、
各光フェルールの第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部は、他方の光フェルールの対応
する整列特徴部に実質的に同時に係合し得る。いくつかの実施形態では、第１の光フェル
ール２４００ａ及び第２の光フェルール２４００ｂは、光フェルールの厚さ寸法及び長さ
寸法の各々に沿って嵌合及び／又は嵌合解除するように適合される。第１の光フェルール
２４００ａと第２の光フェルール２４００ｂとが嵌合している時、第１の整列特徴部２４
０１ａは、第１の整列特徴部２４０１ａの第１の接触領域において、第２の整列特徴部２
４１１ｂに接触してもよく、第１の光フェルール２４００ａの第２の整列特徴部は、第１
の光フェルール２４０１ａの第２の整列特徴部の第２の接触領域において、第１の整列特
徴部２４０１ｂに接触してもよい。第１の接触領域と第２の接触領域とは、少なくとも光
フェルールの長さ寸法及び厚さ寸法に沿って互いに対してオフセットしていてもよい。
【０１０６】
　いくつかの実施形態では、光フェルールは、第１の整列特徴部が圧縮可能であるように
光フェルールの本体よりも実質的に弾性が高い材料で作製された、第１の整列特徴部を含
んでもよい。代替的には、第１の整列特徴部は、第１の整列特徴部を圧縮することができ
るようにスリット又は他の開口部を含むことによって、圧縮可能にすることができる。同
様に、光フェルールは、（光フェルールの本体と比較して）実質的に弾性がより高い材料
を利用して第２の整列特徴部を形成することによって、拡張可能にされ得る第２の整列特
徴部を含んでもよく、あるいは、第２の整列特徴部は、光フェルールの、第２の整列特徴
部により画定された開口部に近位の領域にスリット又は開口部を含むことによって、拡張
可能にしてもよい。
【０１０７】
　いくつかの実施形態では、光フェルールは、嵌合光フェルールの整列特徴部に接触する
ための接触領域を有する第１の整列特徴部を含んでもよく、第１の整列特徴部は、第１の
整列特徴部を圧縮可能にすることができる、接触領域に隣接する１つ以上のエラストマー
層を含んでもよい。いくつかの実施形態では、光フェルールは、嵌合光フェルールの整列
特徴部に接触するための接触領域を有する第２の整列特徴部を含んでもよく、第２の整列
特徴部は、第２の整列特徴部を拡張可能にすることができる、接触領域に隣接する１つ以
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上のエラストマー層を含んでもよい。エラストマー層（単数又は複数）は、エラストマー
パッド又はエラストマーコーティングでもよく、例えば、シリコーン層（単数又は複数）
及び／又は多孔質エラストマー層（単数又は複数）でもよい。
【０１０８】
　図１９は、第１の整列特徴部１９０１と第２の整列特徴部１９１１とを含むフェルール
１９００の概略上面図である。第２の整列特徴部１９１１は、拡張可能な開口部１９１３
と、拡張可能な開口部１９１３の第１の側部１９１７に配設された第１の従順特徴部１９
２０と、開口部１９１３の第２の側部１９１９に配設された第２の従順特徴部１９３０と
を含んでいる。開口部１９１３は、第１の従順特徴部１９２０及び第２の従順特徴部１９
３０に起因して、少なくとも部分的に拡張可能である。第１の従順特徴部１９２０及び第
２の従順特徴部１９３０はそれぞれ、エラストマー層（例えば、シリコーン層又は他のエ
ラストマー層）でもよい。開口部１９１３が拡張状態である時には、第１の従順特徴部１
９２０及び第２の従順特徴部１９３０は圧縮状態であり得、開口部１９１３が非拡張状態
である時には、第１の従順特徴部１９２０及び第２の従順特徴部１９３０は、非圧縮状態
であり得る。
【０１０９】
　図２０は、第１の整列特徴部２００１と第２の整列特徴部２０１１とを含むフェルール
２０００の概略上面図である。第２の整列特徴部２０１１は、対向する第１の側部２０１
７と第２の側部２０１９を有する本体２００６と、第１の側部２０１７に配設された第１
の従順特徴部２０２０と、第２の側部２０３０に配設された第２の従順特徴部２０３０と
を含んでいる。第２の整列特徴部２０１１は、第１の従順特徴部２０２０及び第２の従順
特徴部２０３０に起因して、少なくとも部分的に圧縮可能である。第１の従順特徴部２０
２０及び第２の従順特徴部２０３０はそれぞれ、エラストマー層（例えば、本明細書の他
の箇所で説明したようなシリコーン層又は他のエラストマー層）でもよい。第２の整列特
徴部２０１１が圧縮状態である時には、第１の従順特徴部２０２０及び第２の従順特徴部
２０３０は圧縮状態であり得、第２の整列特徴部２０１１が非圧縮状態である時には、第
１の従順特徴部２０２０及び第２の従順特徴部２０３０は、非圧縮状態であり得る。
【０１１０】
　本明細書のいくつかの実施形態では、フェルールは、対向する第１の従順特徴部と第２
の従順特徴部を含んでいる。いくつかの場合には、これは、高度の整列精度を提供するた
め望まれることがある。他の実施形態では、第２の従順特徴部を省略してもよい。
【０１１１】
　図２１は、第１の整列特徴部２１０１と第２の整列特徴部２１１１とを含むフェルール
２１００の概略上面図である。第２の整列特徴部２１１１は、対向する第１の側部２１１
７と第２の側部２１１９を含んでおり、従順特徴部２１２０に起因して、少なくとも部分
的に拡張可能である開口部２１１３を画定する。図示の実施形態では、従順特徴部２１２
０は、第１の側部２１１７に取り付けられた固定端２１２２及び反対側の自由端２１２４
を有する可撓性アームである。他の実施形態では、従順特徴部は、第１の側部２１１７に
配設されたエラストマー層でもよい。開口部２１１３が拡張状態である時には、従順特徴
部２１２０は撓曲状態であり得、開口部２１１３が非拡張状態である時には、従順特徴部
２１２０は、非撓曲状態であり得る。
【０１１２】
　図２２は、第１の整列特徴部２２０１と第２の整列特徴部２２１１とを含むフェルール
２２００の概略上面図である。第２の整列特徴部２２１１は、本体２２０６と、従順特徴
部２２２０とを含んでいる。第２の整列特徴部２２１１は、従順特徴部２２２０に起因し
て、少なくとも部分的に圧縮可能である。図示の実施形態では、従順特徴部２２２０は、
本体２２０６の側部２１１７に取り付けられた固定端２２２２及び反対側の自由端２２２
４を有する、可撓性アームである。他の実施形態では、従順特徴部は、側部２１１７に配
設されたエラストマー層でもよい。第２の整列特徴部２２１１が圧縮状態である時には、
従順特徴部２２２０は撓曲状態であり得、第２の整列特徴部２２１１が非圧縮状態である
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時には、従順特徴部２２２０は、非撓曲状態であり得る。
【０１１３】
　図２３は、第１の光フェルール２３００ａと第２の光フェルール２３００ｂとを含むフ
ェルールアセンブリ２３０５の概略上面図である。第１の光フェルール２３００ａは、複
数の光ファイバ２３４６ａから光を受光し、第２の光フェルール２３００ｂに光を伝送す
るように適合されており、第２の光フェルール２３００ｂは、第１の光フェルール２３０
０ａから光を受光し、複数の光ファイバ２３４６ｂに光を伝送するように適合されている
。フェルールアセンブリ２３０５はまた、この逆に動作してもよく、複数の光ファイバ２
３４６ｂから光を受光し、複数の光ファイバ２３４６ａに光を伝送してもよい。第１の光
フェルール２３００ａは、前進停止部２３２１ａ及び２３２３ａと、嵌合部分２３１３ａ
と、図示の実施形態では可撓性アームである従順特徴部２３２０ａとを含んでおり、従順
特徴部２３２０ａは、嵌合している間、光フェルール２３００ａの本体から離れるように
撓曲することができ、自由端２３２４ａと、光フェルール２３００ａの本体の側部に取り
付けられた反対側の固定端２３２２ａとを有している。同様に、第２の光フェルール２３
００ｂは、前進停止部２３２１ｂ及び２３２３ｂを含んでおり、図示の実施形態では可撓
性アームである従順特徴部２３２０ｂを含んでいる。第１の光フェルール２３００ａ及び
第２の光フェルール２３００ｂが完全に嵌合している時には、前進停止部２３２１ａ及び
２３２３ａは、前進停止部２３２１ｂ及び２３２３ｂにそれぞれ接触しており、嵌合部分
２３１３ａは、嵌合方向に対して直交する方向（ｙ方向）において、第２の光フェルール
２３００ｂの対応する嵌合部分と積層しており、従順特徴部２３２０ａの自由端２３２４
ａは、第２の光フェルール２３００ｂの本体の側部に接触しており、第２の光フェルール
２３００ｂの従順特徴部の対応する自由端は、第１の光フェルール２３００ａの本体の側
部に接触している。任意のコネクタハウジング、フェルール、整列フレーム又は他の構成
要素は、成形によって作製される一体型構成要素でもよい。例えば、任意のフェルール４
００、フェルール５００ａ、フェルール１０００ａ、フェルール１６００ａ、フェルール
１８００、整列フレーム７６０若しくは８６０、及び／又はハウジング２４２は、射出成
形によって作製される一体型構成要素でもよい。したがって、任意の構成要素は、射出成
形ポリマーを備えることができる。いくつかの実施形態では、コネクタハウジング、フェ
ルール又は整列フレームは、例えば、２つ以上の部品（例えば、コネクタハウジングの片
方ずつ）を成形し、永久接着剤を用いて部品を組み付けることによって作製してもよい。
【０１１４】
　例えば、一体型光フェルールを成形する方法は、本出願と同日に出願された「Ｏｐｔｉ
ｃａｌ　Ｆｅｒｒｕｌｅ　ａｎｄ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｆｅｒｒｕｌｅ　Ｍｏｌｄ」と題す
る同時係属出願（米国特許仮出願第６２／２３９，９９６号）に記載されており、当該出
願は、本明細書と矛盾しない範囲内で本明細書に組み込まれる。
【０１１５】
　従順特徴部を形成する材料及び／又は従順特徴部の幾何学的形状は、フェルール間に所
望の整列力を提供するように選択することができる。例えば、従順特徴部によりもたらさ
れる整列力は、ヤング率がより高い又はより低い材料を従順特徴部のために選択すること
により増大又は低下させることができる。別の例として、可撓性アームを利用する実施形
態では、可撓性アームによりもたらされる整列力を、可撓性アームのためにより大きな断
面積を選択するか、又はより小さな断面積を選択するかによって増大又は低下させること
ができる。フェルールの本体とフェルールの従順特徴部の両方のため射出成形可能なポリ
マーを選択することによって、また、フェルールの本体と共に射出成形することができる
従順特徴部の幾何学的形状を選択することによって、有効な整列力を得ることができる。
このようにして、例えば、所望の整列力をもたらす従順特徴部を有する一体型フェルール
を作製することができる。
【０１１６】
　以下は、本明細書の例示的な実施形態の列挙である。
【０１１７】
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　実施形態１は、嵌合光フェルールの対応する整列特徴部と嵌合するための第１の整列特
徴部及び第２の整列特徴部を備える光フェルールであって、第１の整列特徴部及び第２の
整列特徴部のうちの一方が、圧縮可能又は拡張可能であり、光フェルールは、光を受光し
、伝送するように適合されている、光フェルールである。
【０１１８】
　実施形態２は、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部のうちの一方が拡張可能である
、実施形態１に記載の光フェルールである。
【０１１９】
　実施形態３は、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部のうちの一方が圧縮可能である
、実施形態１に記載の光フェルールである。
【０１２０】
　実施形態４は、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部のうちの他方が開口部を画定す
る、実施形態３に記載の光フェルールである。
【０１２１】
　実施形態５は、第１の整列特徴部が一定のサイズ及び一定の形状を有する開口部を画定
し、第２の整列特徴部が圧縮可能である、実施形態１に記載の光フェルールである。
【０１２２】
　実施形態６は、第２の整列特徴部が、非圧縮状態及び圧縮状態を有し、圧縮可能な第２
の整列特徴部を、第１の整列特徴部の開口部のサイズ及び形状を有する物体の開口部に挿
入すると、第２の整列特徴部が非圧縮状態から圧縮状態に圧縮される、実施形態５に記載
の光フェルールである。
【０１２３】
　実施形態７は、第２の整列特徴部が第１の従順特徴部を含む、実施形態６に記載の光フ
ェルールである。
【０１２４】
　実施形態８は、第１の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の側部に取り付けられた
固定端及び反対側の自由端を有する可撓性アームを備える、実施形態７に記載の光フェル
ールである。
【０１２５】
　実施形態９は、第２の整列特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態７に記載の
光フェルールである。
【０１２６】
　実施形態１０は、第１の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の第１の側部に取り付
けられた第１の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームを含み、第
２の従順特徴部が、本体の第１の側部の反対側の第２の側部に取り付けられた第２の固定
端及び反対側の第２の自由端を有する第２の可撓性アームを含み、第２の整列特徴部が圧
縮状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、第１の距離だけ離れており、第
２の整列特徴部が非圧縮状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、第１の距
離よりも大きい第２の距離だけ離れている、実施形態９に記載の光フェルールである。
【０１２７】
　実施形態１１は、第１の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の第１の側部に配設さ
れた第１のエラストマー層を含む、実施形態７に記載の光フェルールである。
【０１２８】
　実施形態１２は、第２の整列特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態１１に記
載の光フェルールである。
【０１２９】
　実施形態１３は、第２の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の第１の側部の反対側
の第２の側部に配設された第２のエラストマー層を備える、実施形態１２に記載の光フェ
ルールである。
【０１３０】
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　実施形態１４は、第１の整列特徴部が一定のサイズ及び一定の形状を有し、第２の整列
特徴部が拡張可能な開口部を画定する、実施形態１に記載の光フェルールである。
【０１３１】
　実施形態１５は、拡張可能な開口部が、非拡張状態及び拡張状態を有し、第１の整列特
徴部のサイズ及び形状を有する物体を拡張可能な開口部に挿入すると、開口部が非拡張状
態から拡張状態に拡張される、実施形態１４に記載の光フェルールである。
【０１３２】
　実施形態１６は、第２の整列特徴部が第１の従順特徴部を含む、実施形態１５に記載の
光フェルールである。
【０１３３】
　実施形態１７は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の側部の側部に取り付けられ
た固定端及び反対側の自由端を有する可撓性アームを備える、実施形態１６に記載の光フ
ェルールである。
【０１３４】
　実施形態１８は、第２の整列特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態１６に記
載の光フェルールである。
【０１３５】
　実施形態１９は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部に取り付けられ
た第１の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームを含み、第２の従
順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部の反対側の第２の側部に取り付けられた第２
の固定端及び反対側の第２の自由端を有する第２の可撓性アームを含み、拡張可能な開口
部が非拡張状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、第１の距離だけ離れて
おり、拡張可能な開口部が拡張状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、第
１の距離よりも大きい第２の距離だけ離れている、実施形態１８に記載の光フェルールで
ある。
【０１３６】
　実施形態２０は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部に配設された第
１のエラストマー層を含む、実施形態１６に記載の光フェルールである。
【０１３７】
　実施形態２１は、第２の整列特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態２０に記
載の光フェルールである。
【０１３８】
　実施形態２２は、第２の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部の反対側の第２
の側部に配設された第２のエラストマー層を備える、実施形態２１に記載の光フェルール
である。
【０１３９】
　実施形態２３は、第１の整列特徴部が、光フェルールのフェルール嵌合方向に沿った第
１の場所に配置され、第２の整列特徴部が、フェルール嵌合方向に沿った実質的に異なる
第２の場所に配置され、光フェルールがフェルール嵌合方向に沿って嵌合光フェルールと
嵌合する時に、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部が、嵌合光フェルールの対応する
整列特徴部に実質的に同時に係合する、実施形態１に記載の光フェルールである。
【０１４０】
　実施形態２４は、第１の場所が光フェルールの前方にあり、第２の場所が光フェルール
の後方にある、実施形態２３に記載の光フェルールである。
【０１４１】
　実施形態２５は、光フェルールが長さ方向及び厚さ方向を有し、光フェルールが、光フ
ェルールの長さ方向に沿って嵌合光フェルールと嵌合するように適合されており、第１の
整列特徴部が、第１の整列特徴部の第１の接触領域において嵌合光フェルールの対応する
第１の整列特徴部に接触するように適合されており、第２の整列特徴部が、第２の整列特
徴部の第２の接触領域において嵌合光フェルールの対応する第２の整列特徴部に接触する
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ように適合されており、第１の接触領域と第２の接触領域とが、光フェルールの少なくと
も長さ方向及び厚さ方向に沿って互いに対してオフセットしている、実施形態１に記載の
光フェルールである。
【０１４２】
　実施形態２６は、光フェルールの長さ方向に沿って光を受光し、受光した光を光フェル
ールの厚さ方向に沿ってリダイレクトするための少なくとも１つの光リダイレクト素子を
更に備える、実施形態２５に記載の光フェルールである。
【０１４３】
　実施形態２７は、光フェルールの長さ方向に沿って光を受光し、受光した光を光フェル
ールの厚さ方向に沿ってリダイレクトするための少なくとも１つの光リダイレクト素子を
更に備える、実施形態１に記載の光フェルールである。
【０１４４】
　実施形態２８は、光フェルールが、光フェルールの直交する２つの寸法の各々に沿って
嵌合光フェルールと嵌合するように適合されている、実施形態１に記載の光フェルールで
ある。
【０１４５】
　実施形態２９は、直交する２つの寸法が、光フェルールの長さ寸法及び厚さ寸法である
、実施形態２８に記載の光フェルールである。
【０１４６】
　実施形態３０は、光フェルールが嵌合方向に沿って実施形態１の第２の光フェルールと
嵌合する時に、光フェルール及び第２の光フェルールを嵌合方向に沿って離れるように移
動させると、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部が、嵌合方向に沿って復元力を与え
るように適合されている、実施形態１に記載の光フェルールである。
【０１４７】
　実施形態３１は、両性型である、実施形態１に記載光フェルールである。
【０１４８】
　実施形態３２は、一体型である、実施形態１に記載の光フェルールである。
【０１４９】
　実施形態３３は、ハウジングと、少なくとも部分的にハウジング内に配設された実施形
態１の光フェルールとを備えるコネクタである。
【０１５０】
　実施形態３４は、光フェルールであって、
　一定のサイズ及び一定の形状を有する第１の特徴部と、
　非拡張状態及び拡張状態を有する、拡張可能な開口部を画定する第２の特徴部と、を備
え、第１の特徴部のサイズ及び形状を有する物体を拡張可能な開口部に挿入すると、開口
部が非拡張状態から拡張状態に拡張され、光フェルールが、光を受光し、伝送するように
適合されている、光フェルールである。
【０１５１】
　実施形態３５は、第１の特徴部及び第２の特徴部が、嵌合光フェルールの対応する整列
特徴部に係合するための整列特徴部である、実施形態３４の光フェルールである。
【０１５２】
　実施形態３６は、第２の特徴部が第１の従順特徴部を含む、実施形態３５に記載の光フ
ェルールである。
【０１５３】
　実施形態３７は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の側部の側部に取り付けられ
た固定端及び反対側の自由端を有する可撓性アームを備える、実施形態３６に記載の光フ
ェルールである。
【０１５４】
　実施形態３８は、第２の特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態３６に記載の
光フェルールである。
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【０１５５】
　実施形態３９は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部に取り付けられ
た第１の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームを含み、第２の従
順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部の反対側の第２の側部に取り付けられた第２
の固定端及び反対側の第２の自由端を有する第２の可撓性アームを含み、拡張可能な開口
部が非拡張状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、第１の距離だけ離れて
おり、拡張可能な開口部が拡張状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、第
１の距離よりも大きい第２の距離だけ離れている、実施形態３８の光フェルールである。
【０１５６】
　実施形態４０は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部に配設された第
１のエラストマー層を含む、実施形態３６に記載の光フェルールである。
【０１５７】
　実施形態４１は、第２の特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態４０に記載の
光フェルールである。
【０１５８】
　実施形態４２は、第２の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部の反対側の第２
の側部に配設された第２のエラストマー層を備える、実施形態４１に記載の光フェルール
である。
【０１５９】
　実施形態４３は、光フェルールがフェルール嵌合方向に沿って嵌合光フェルールと嵌合
する時に、第１の特徴部及び第２の特徴部が、嵌合光フェルールの対応する特徴部に実質
的に同時に係合するように、第１の特徴部が、光フェルールのフェルール嵌合方向に沿っ
た第１の場所に配置され、第２の特徴部が、フェルール嵌合方向に沿った実質的に異なる
第２の場所に配置される、実施形態３４に記載の光フェルールである。
【０１６０】
　実施形態４４は、第１の場所が光フェルールの前方にあり、第２の場所が光フェルール
の後方にある、実施形態４３に記載の光フェルールである。
【０１６１】
　実施形態４５は、光フェルールが長さ方向及び厚さ方向を有し、光フェルールが、光フ
ェルールの長さ方向に沿って嵌合光フェルールと嵌合するように適合されており、第１の
特徴部が、第１の整列特徴部の第１の接触領域において嵌合光フェルールの対応する第１
の特徴部に接触するように適合されており、第２の特徴部が、第２の特徴部の第２の接触
領域において嵌合光フェルールの対応する第２の特徴部に接触するように適合されており
、第１の接触領域と第２の接触領域とが、光フェルールの少なくとも長さ方向及び厚さ方
向に沿って互いに対してオフセットしている、実施形態３４に記載の光フェルールである
。
【０１６２】
　実施形態４６は、光フェルールの長さ方向に沿って光を受光し、受光した光を光フェル
ールの厚さ方向に沿ってリダイレクトするための少なくとも１つの光リダイレクト素子を
更に備える、実施形態４５に記載の光フェルールである。
【０１６３】
　実施形態４７は、光フェルールの長さ方向に沿って光を受光し、受光した光を光フェル
ールの厚さ方向に沿ってリダイレクトするための少なくとも１つの光リダイレクト素子を
更に備える、実施形態３４に記載の光フェルールである。
【０１６４】
　実施形態４８は、光フェルールが、光フェルールの直交する２つの寸法の各々に沿って
嵌合光フェルールと嵌合するように適合されている、実施形態３４に記載の光フェルール
である。
【０１６５】
　実施形態４９は、直交する２つの寸法が、光フェルールの長さ寸法及び厚さ寸法である



(35) JP 6971240 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

、実施形態４８に記載の光フェルールである。
【０１６６】
　実施形態５０は、光フェルールが嵌合方向に沿って実施形態３４の第２の光フェルール
と嵌合する時に、光フェルール及び第２の光フェルールを嵌合方向に沿って離れるように
移動させると、第１の特徴部及び第２の特徴部が、嵌合方向に沿って復元力を与えるよう
に適合されている、実施形態３４に記載の光フェルールである。
【０１６７】
　実施形態５１は、両性型である、実施形態３４に記載光フェルールである。
【０１６８】
　実施形態５２は、一体型である、実施形態３４に記載の光フェルールである。
【０１６９】
　実施形態５３は、ハウジングと、少なくとも部分的にハウジング内に配設された実施形
態３４の光フェルールとを備えるコネクタである。
【０１７０】
　実施形態５４は、光フェルールであって、
　一定のサイズ及び一定の形状を有する開口部を画定する第１の特徴部と；
　非圧縮状態及び圧縮状態を有する圧縮可能な第２の特徴部と、を備え、それにより、圧
縮可能な第２の特徴部を、第１の特徴部の開口部のサイズ及び形状を有する物体の開口部
に挿入すると、第２の特徴部が非圧縮状態から圧縮状態に圧縮され、光フェルールが、光
を受光し、伝送するように適合されている、光フェルールである。
【０１７１】
　実施形態５５は、第１の特徴部及び第２の特徴部が、嵌合光フェルールの対応する整列
特徴部に係合するための整列特徴部である、実施形態５４の光フェルールである。
【０１７２】
　実施形態５６は、第１の特徴部が、光フェルールのフェルール嵌合方向に沿った第１の
場所に配置され、第２の特徴部が、フェルール嵌合方向に沿った実質的に異なる第２の場
所に配置され、光フェルールがフェルール嵌合方向に沿って嵌合光フェルールと嵌合する
時に、第１の特徴部及び第２の特徴部が、嵌合光フェルールの対応する特徴部に実質的に
同時に係合する、実施形態５４に記載の光フェルールである。
【０１７３】
　実施形態５７は、第１の場所が光フェルールの前方にあり、第２の場所が光フェルール
の後方にある、実施形態５６に記載の光フェルールである。
【０１７４】
　実施形態５８は、光フェルールが長さ方向及び厚さ方向を有し、光フェルールが、光フ
ェルールの長さ方向に沿って嵌合光フェルールと嵌合するように適合されており、第１の
特徴部が、第１の特徴部の第１の接触領域において嵌合光フェルールの対応する第１の特
徴部に接触するように適合されており、第２の特徴部が、第２の特徴部の第２の接触領域
において嵌合光フェルールの対応する第２の特徴部に接触するように適合されており、第
１の接触領域と第２の接触領域とが、光フェルールの少なくとも長さ方向及び厚さ方向に
沿って互いに対してオフセットしている、実施形態５４に記載の光フェルールである。
【０１７５】
　実施形態５９は、光フェルールの長さ方向に沿って光を受光し、受光した光を光フェル
ールの厚さ方向に沿ってリダイレクトするための少なくとも１つの光リダイレクト素子を
更に備える、実施形態５８に記載の光フェルールである。
【０１７６】
　実施形態６０は、光フェルールの長さ方向に沿って光を受光し、受光した光を光フェル
ールの厚さ方向に沿ってリダイレクトするための少なくとも１つの光リダイレクト素子を
更に備える、実施形態５４に記載の光フェルールである。
【０１７７】
　実施形態６１は、光フェルールが、光フェルールの直交する２つの寸法の各々に沿って
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嵌合光フェルールと嵌合するように適合されている、実施形態５４に記載の光フェルール
である。
【０１７８】
　実施形態６２は、直交する２つの寸法が、光フェルールの長さ寸法及び厚さ寸法である
、実施形態５４に記載の光フェルールである。
【０１７９】
　実施形態６３は、第２の特徴部が第１の従順特徴部を含む、実施形態５４に記載の光フ
ェルールである。
【０１８０】
　実施形態６４は、第１の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の側部に取り付けられ
た固定端及び反対側の自由端を有する可撓性アームを備える、実施形態６３に記載の光フ
ェルールである。
【０１８１】
　実施形態６５は、第２の整列特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態６３に記
載の光フェルールである。
【０１８２】
　実施形態６６は、第１の従順特徴部が、第２の特徴部の本体の第１の側部に取り付けら
れた第１の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームを含み、第２の
従順特徴部が、本体の第１の側部の反対側の第２の側部に取り付けられた第２の固定端及
び反対側の第２の自由端を有する第２の可撓性アームを含み、第２の特徴部が圧縮状態で
ある時には、第１の自由端と第２の自由端とが、第１の距離だけ離れており、第２の特徴
部が非圧縮状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、第１の距離よりも大き
い第２の距離だけ離れている、実施形態６５の光フェルールである。
【０１８３】
　実施形態６７は、第１の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の第１の側部に配設さ
れた第１のエラストマー層を含む、実施形態６３に記載の光フェルールである。
【０１８４】
　実施形態６８は、第２の整列特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態６７に記
載の光フェルールである。
【０１８５】
　実施形態６９は、第２の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の第１の側部の反対側
の第２の側部に配設された第２のエラストマー層を備える、実施形態６８に記載の光フェ
ルールである。
【０１８６】
　実施形態７０は、光フェルールが嵌合方向に沿って実施形態５４の第２の光フェルール
と嵌合する時に、光フェルール及び第２の光フェルールを嵌合方向に沿って離れるように
移動させると、第１の特徴部及び第２の特徴部が、嵌合方向に沿って復元力を与えるよう
に適合されている、実施形態５４に記載の光フェルールである。
【０１８７】
　実施形態７１は、両性型である、実施形態５４に記載光フェルールである。
【０１８８】
　実施形態７２は、一体型である、実施形態５４に記載の光フェルールである。
【０１８９】
　実施形態７３は、ハウジングと、少なくとも部分的にハウジング内に配設された実施形
態５４の光フェルールとを備えるコネクタである。
【０１９０】
　実施形態７４は、フェルール嵌合方向に沿って嵌合光フェルールと嵌合するように適合
されている光フェルールであって、光フェルールが、
　嵌合光フェルールの対応する第１の整列特徴部に係合するための、フェルール嵌合方向
に沿った第１の場所に配置された第１の整列特徴部と、
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　嵌合光フェルールの対応する第２の整列特徴部に係合するための、フェルールの嵌合方
向に沿った実質的に異なる第２の場所に配置された第２の整列特徴部と、を備え、光フェ
ルールがフェルール嵌合方向に沿って嵌合光フェルールと嵌合する時に、第１の整列特徴
部及び第２の整列特徴部が、嵌合光フェルールの対応する第１の整列特徴部及び第２の整
列特徴部に実質的に同時に係合し、光フェルールが、光を受光し、伝送するように適合さ
れている、光フェルールである。
【０１９１】
　実施形態７５は、第１の場所が光フェルールの前方にあり、第２の場所が光フェルール
の後方にある、実施形態７４に記載の光フェルールである。
【０１９２】
　実施形態７６は、第１の整列特徴部が、離間している第１の部分及び第２の部分と、第
１の部分と第２の部分との間の中央部分とを含み、第１の部分及び第２の部分が、フェル
ール嵌合方向に沿って光フェルールの本体から、中央部分よりも遠くに延びている、実施
形態７４の光フェルールである。
【０１９３】
　実施形態７７は、光フェルールの第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部のうちの一方
が拡張可能である、実施形態７４に記載の光フェルールである。
【０１９４】
　実施形態７８は、光フェルールの第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部のうちの一方
が圧縮可能である、実施形態７４に記載の光フェルールである。
【０１９５】
　実施形態７９は、光フェルールの第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部のうちの他方
が開口部を画定する、実施形態７８に記載の光フェルールである。
【０１９６】
　実施形態８０は、光フェルールの第１の整列特徴部が一定のサイズ及び一定の形状を有
する開口部を画定し、光フェルールの第２の整列特徴部が圧縮可能である、実施形態７４
に記載の光フェルールである。
【０１９７】
　実施形態８１は、光フェルールの第２の整列特徴部が、非圧縮状態及び圧縮状態を有し
、光フェルールの圧縮可能な第２の整列特徴部を、光フェルールの第１の整列特徴部の開
口部のサイズ及び形状を有する物体の開口部に挿入すると、光フェルールの第２の整列特
徴部が非圧縮状態から圧縮状態に圧縮される、実施形態８０に記載の光フェルールである
。
【０１９８】
　実施形態８２は、光フェルールの第２の整列特徴部が第１の従順特徴部を含む、実施形
態８１に記載の光フェルールである。
【０１９９】
　実施形態８３は、第１の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の側部に配設されたエ
ラストマー層である、実施形態８２に記載の光フェルールである。
【０２００】
　実施形態８４は、第１の従順特徴部が、自由端と、第２の整列特徴部の本体の側部に取
り付けられた反対側の固定端とを有する可撓性アームを含む、実施形態８２に記載の光フ
ェルールである。
【０２０１】
　実施形態８５は、第２の整列特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態８２に記
載の光フェルールである。
【０２０２】
　実施形態８６は、第１の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の第１の側部に配設さ
れた第１のエラストマー層であり、第２の従順特徴部が、本体の異なる第２の側部に配設
された第２のエラストマー層である、実施形態８５に記載の光フェルールである。
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【０２０３】
　実施形態８７は、第１の従順特徴部が、光フェルールの第２の整列特徴部の本体の第１
の側部に取り付けられた第１の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性ア
ームを含み、第２の従順特徴部が、本体の第１の側部の反対側の第２の側部に取り付けら
れた第２の固定端及び反対側の第２の自由端を有する第２の可撓性アームを含み、光フェ
ルールの第２の整列特徴部が圧縮状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、
第１の距離だけ離れており、第２の整列特徴部が非圧縮状態である時には、第１の自由端
と第２の自由端とが、第１の距離よりも大きい第２の距離だけ離れている、実施形態８５
の光フェルールである。
【０２０４】
　実施形態８８は、光フェルールの第１の整列特徴部が一定のサイズ及び一定の形状を有
し、光フェルールの第２の整列特徴部が拡張可能な開口部を画定している、実施形態７４
に記載の光フェルールである。
【０２０５】
　実施形態８９は、拡張可能な開口部が非拡張状態及び拡張状態を有し、光フェルールの
第１の整列特徴部のサイズ及び形状を有する物体を拡張可能な開口部に挿入すると、開口
部が非拡張状態から拡張状態に拡張される、実施形態８８に記載の光フェルールである。
【０２０６】
　実施形態９０は、光フェルールの第２の整列特徴部が第１の従順特徴部を含む、実施形
態８９に記載の光フェルールである。
【０２０７】
　実施形態９１は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部に配設された第
１のエラストマー層を含む、実施形態９０に記載の光フェルールである。
【０２０８】
　実施形態９２は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部に取り付けられ
た第１の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームを含む、実施形態
９０に記載の光フェルールである。
【０２０９】
　実施形態９３は、第２の整列特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態９０に記
載の光フェルールである。
【０２１０】
　実施形態９４は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部に配設された第
１のエラストマー層であり、第２の従順特徴部が、拡張可能な開口部の異なる第２の側部
に配設された第２のエラストマー層である、実施形態９３に記載の光フェルールである。
【０２１１】
　実施形態９５は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部に取り付けられ
た第１の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームを含み、第２の従
順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部の反対側の第２の側部に取り付けられた第２
の固定端及び反対側の第２の自由端を有する第２の可撓性アームを含み、拡張可能な開口
部が非拡張状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、第１の距離だけ離れて
おり、拡張可能な開口部が拡張状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、第
１の距離よりも大きい第２の距離だけ離れている、実施形態９３の光フェルールである。
【０２１２】
　実施形態９６は、光フェルールが長さ方向及び厚さ方向を有し、フェルール嵌合方向が
、光フェルールの長さ方向に沿っており、光フェルールの第１の整列特徴部が、光フェル
ールの第１の整列特徴部の第１の接触領域において嵌合光フェルールの対応する第１の整
列特徴部に接触するように適合されており、光フェルールの第２の整列特徴部が、光フェ
ルールの第２の整列特徴部の第２の接触領域において嵌合光フェルールの対応する第２の
整列特徴部に接触するように適合されており、第１の接触領域と第２の接触領域とが、光
フェルールの少なくとも長さ方向及び厚さ方向に沿って互いに対してオフセットしている
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、実施形態７４に記載の光フェルールである。
【０２１３】
　実施形態９７は、光フェルールの長さ方向に沿って光を受光し、受光した光を光フェル
ールの厚さ方向に沿ってリダイレクトするための少なくとも１つの光リダイレクト素子を
更に備える、実施形態９６に記載の光フェルールである。
【０２１４】
　実施形態９８は、光フェルールの長さ方向に沿って光を受光し、受光した光を光フェル
ールの厚さ方向に沿ってリダイレクトするための少なくとも１つの光リダイレクト素子を
更に備える、実施形態７４に記載の光フェルールである。
【０２１５】
　実施形態９９は、光フェルールが、光フェルールの直交する２つの寸法の各々に沿って
嵌合光フェルールと嵌合するように適合されている、実施形態７４に記載の光フェルール
である。
【０２１６】
　実施形態１００は、直交する２つの寸法が、光フェルールの長さ寸法及び厚さ寸法であ
る、実施形態９９に記載の光フェルールである。
【０２１７】
　実施形態１０１は、光フェルールがフェルール嵌合方向に沿って実施形態７４の第２の
光フェルールと嵌合する時に、光フェルール及び第２の光フェルールをフェルール嵌合方
向に沿って離れるように移動させると、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部が、フェ
ルール嵌合方向に沿って復元力を与えるように適合される、実施形態７４に記載の光フェ
ルールである。
【０２１８】
　実施形態１０２は、両性型である、実施形態７４に記載光フェルールである。
【０２１９】
　実施形態１０３は、一体型である、実施形態７４に記載の光フェルールである。
【０２２０】
　実施形態１０４は、ハウジングと、少なくとも部分的にハウジング内に配設された実施
形態７４の光フェルールとを備えるコネクタである。
【０２２１】
　実施形態１０５は、光フェルールの長さ方向に沿って嵌合光フェルールと嵌合するよう
に適合されている光フェルールであって、光フェルールが、
　光フェルールの厚さ方向に沿った厚さと、
　第１の整列特徴部であって、第１の整列特徴部の第１の接触領域において嵌合光フェル
ールの対応する第１の整列特徴部に接触するための第１の整列特徴部と、
　第２の整列特徴部であって、第２の整列特徴部の第２の接触領域において嵌合光フェル
ールの対応する第２の整列特徴部に接触するための第２の整列特徴部とを備え、第１の接
触領域と第２の接触領域とが、光フェルールの少なくとも長さ方向及び厚さ方向に沿って
互いに対してオフセットしている、光フェルールである。
【０２２２】
　実施形態１０６は、第１の整列特徴部が、離間している第１の部分及び第２の部分と、
第１の部分と第２の部分との間の中央部分とを含み、第１の部分及び第２の部分が、長さ
方向に沿って光フェルールの本体から、中央部分よりも遠くに延びている、実施形態１０
５の光フェルールである。
【０２２３】
　実施形態１０７は、光フェルールの長さ方向に沿って光を受光し、受光した光を光フェ
ルールの厚さ方向に沿ってリダイレクトするための少なくとも１つの光リダイレクト素子
を更に備える、実施形態１０５に記載の光フェルールである。
【０２２４】
　実施形態１０８は、光フェルールの第１の整列特徴部が、光フェルールの前方に配設さ



(40) JP 6971240 B2 2021.11.24

10

20

30

40

50

れており、光フェルールの第２の整列特徴部が、光フェルールの後方に配設された、実施
形態１０５に記載の光フェルールである。
【０２２５】
　実施形態１０９は、光フェルールの第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部のうちの一
方が拡張可能である、実施形態１０５に記載の光フェルールである。
【０２２６】
　実施形態１１０は、光フェルールの第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部のうちの一
方が圧縮可能である、実施形態１０５に記載の光フェルールである。
【０２２７】
　実施形態１１１は、光フェルールの第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部のうちの他
方が開口部を画定する、実施形態１１０に記載の光フェルールである。
【０２２８】
　実施形態１１２は、光フェルールの第１の整列特徴部が一定のサイズ及び一定の形状を
有する開口部を画定し、光フェルールの第２の整列特徴部が圧縮可能である、実施形態１
０５に記載の光フェルールである。
【０２２９】
　実施形態１１３は、光フェルールの第２の整列特徴部が、非圧縮状態及び圧縮状態を有
し、光フェルールの圧縮可能な第２の整列特徴部を、光フェルールの第１の整列特徴部の
開口部のサイズ及び形状を有する物体の開口部に挿入すると、光フェルールの第２の整列
特徴部が非圧縮状態から圧縮状態に圧縮される、実施形態１１２に記載の光フェルールで
ある。
【０２３０】
　実施形態１１４は、光フェルールの第２の整列特徴部が第１の従順特徴部を含む、実施
形態１１３に記載の光フェルールである。
【０２３１】
　実施形態１１５は、第１の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の側部に配設された
エラストマー層である、実施形態１１４に記載の光フェルールである。
【０２３２】
　実施形態１１６は、第１の従順特徴部が、自由端と、第２の整列特徴部の本体の側部に
取り付けられた反対側の固定端とを有する可撓性アームを含む、実施形態１１４に記載の
光フェルールである。
【０２３３】
　実施形態１１７は、第２の整列特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態１１４
に記載の光フェルールである。
【０２３４】
　実施形態１１８は、第１の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の第１の側部に配設
された第１のエラストマー層であり、第２の従順特徴部が、本体の異なる第２の側部に配
設された第２のエラストマー層である、実施形態１１７に記載の光フェルールである。
【０２３５】
　実施形態１１９は、第１の従順特徴部が、光フェルールの第２の整列特徴部の本体の第
１の側部に取り付けられた第１の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性
アームを含み、第２の従順特徴部が、本体の第１の側部の反対側の第２の側部に取り付け
られた第２の固定端及び反対側の第２の自由端を有する第２の可撓性アームを含み、光フ
ェルールの第２の整列特徴部が圧縮状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが
、第１の距離だけ離れており、第２の整列特徴部が非圧縮状態である時には、第１の自由
端と第２の自由端とが、第１の距離よりも大きい第２の距離だけ離れている、実施形態１
１７の光フェルールである。
【０２３６】
　実施形態１２０は、光フェルールの第１の整列特徴部が一定のサイズ及び一定の形状を
有し、光フェルールの第２の整列特徴部が拡張可能な開口部を画定している、実施形態１
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０５に記載の光フェルールである。
【０２３７】
　実施形態１２１は、拡張可能な開口部が非拡張状態及び拡張状態を有し、光フェルール
の第１の整列特徴部のサイズ及び形状を有する物体を拡張可能な開口部に挿入すると、開
口部が非拡張状態から拡張状態に拡張される、実施形態１２０に記載の光フェルールであ
る。
【０２３８】
　実施形態１２２は、光フェルールの第２の整列特徴部が第１の従順特徴部を含む、実施
形態１２１に記載の光フェルールである。
【０２３９】
　実施形態１２３は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の本体の第１の側部に配設
された第１のエラストマー層を備える、実施形態１２２に記載の光フェルールである。
【０２４０】
　実施形態１２４は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部に取り付けら
れた第１の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームを含む、実施形
態１２２に記載の光フェルールである。
【０２４１】
　実施形態１２５は、第２の整列特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態１２２
に記載の光フェルールである。
【０２４２】
　実施形態１２６は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部に配設された
第１のエラストマー層であり、第２の従順特徴部が、拡張可能な開口部の異なる第２の側
部に配設された第２のエラストマー層である、実施形態１２５に記載の光フェルールであ
る。
【０２４３】
　実施形態１２７は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部に取り付けら
れた第１の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームを含み、第２の
従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部の反対側の第２の側部に取り付けられた第
２の固定端及び反対側の第２の自由端を有する第２の可撓性アームを含み、拡張可能な開
口部が非拡張状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、第１の距離だけ離れ
ており、拡張可能な開口部が拡張状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、
第１の距離よりも大きい第２の距離だけ離れている、実施形態１２５に記載の光フェルー
ルである。
【０２４４】
　実施形態１２８は、光フェルールの第１の整列特徴部が、光フェルールの第１の整列特
徴部の第１の接触領域において嵌合光フェルールの対応する第１の整列特徴部に接触する
ように適合されており、光フェルールの第２の整列特徴部が、光フェルールの第２の整列
特徴部の第２の接触領域において嵌合光フェルールの対応する第２の整列特徴部に接触す
るように適合されており、第１の接触領域と第２の接触領域とが、光フェルールの少なく
とも長さ方向及び厚さ方向に沿って互いに対してオフセットしている、実施形態１０５に
記載の光フェルールである。
【０２４５】
　実施形態１２９は、光フェルールが、光フェルールの直交する２つの寸法の各々に沿っ
て嵌合光フェルールと嵌合するように適合されている、実施形態１０５に記載の光フェル
ールである。
【０２４６】
　実施形態１３０は、直交する２つの寸法が、光フェルールの長さ寸法及び厚さ寸法であ
る、実施形態１２９に記載の光フェルールである。
【０２４７】
　実施形態１３１は、光フェルールが長さ方向に沿って実施形態１の第２の光フェルール
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と嵌合する時に、光フェルール及び第２の光フェルールを長さ方向に沿って離れるように
移動させると、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部が、長さ方向に沿って復元力を与
えるように適合されている、実施形態１０５に記載の光フェルールである。
【０２４８】
　実施形態１３２は、両性型である、実施形態１０５に記載光フェルールである。
【０２４９】
　実施形態１３３は、一体型である、実施形態１０５に記載の光フェルールである。
【０２５０】
　実施形態１３４は、ハウジングと、少なくとも部分的にハウジング内に配設された実施
形態１０５の光フェルールとを備えるコネクタである。
【０２５１】
　実施形態１３５は、嵌合光フェルールの対応する整列特徴部に係合するための第１の整
列特徴部及び第２の整列特徴部を備える光フェルールであって、光フェルールが、光フェ
ルールの直交する２つの寸法の各々に沿って嵌合光フェルールと嵌合するように適合され
ている、光フェルールである。
【０２５２】
　実施形態１３６は、直交する２つの寸法が、光フェルールの長さ寸法及び厚さ寸法であ
る、実施形態１３５に記載の光フェルールである。
【０２５３】
　実施形態１３７は、第１の整列特徴部が、離間している第１の部分及び第２の部分と、
第１の部分と第２の部分との間の中央部分とを含み、第１の部分及び第２の部分が、長さ
寸法に沿って光フェルールの本体から、中央部分よりも遠くに延びている、実施形態１３
６の光フェルールである。
【０２５４】
　実施形態１３８は、嵌合光フェルールの対応する整列特徴部に係合するための第１の整
列特徴部及び第２の整列特徴部を備える光フェルールであって、光フェルールが嵌合光フ
ェルールと嵌合する時には、光フェルールが、光フェルールの第１の寸法に沿った嵌合光
フェルールに対する光フェルールの移動によって、嵌合光フェルールから嵌合解除される
ように適合されており、光フェルールが嵌合フェルールと嵌合する時には、光フェルール
が、光フェルールの第１の寸法に直交する第２の寸法に沿った嵌合フェルールに対する光
フェルールの移動によって、嵌合フェルールから嵌合解除されるように適合されている、
実施形態１７０の光フェルールである。
【０２５５】
　実施形態１３９は、第１の寸法が光フェルールの長さ寸法であり、第２の寸法が光フェ
ルールの厚さ寸法である、実施形態１３８に記載の光フェルールである。
【０２５６】
　実施形態１４０は、第１の整列特徴部が、離間している第１の部分及び第２の部分と、
第１の部分と第２の部分との間の中央部分とを含み、第１の部分及び第２の部分が、長さ
寸法に沿って光フェルールの本体から、中央部分よりも遠くに延びている、実施形態１３
９の光フェルールである。
【０２５７】
　実施形態１４１は、光フェルールの長さ寸法に沿って光を受光し、受光した光を光フェ
ルールの厚さ寸法に沿ってリダイレクトするための少なくとも１つの光リダイレクト素子
を更に備える、実施形態１３５又は１３８に記載の光フェルールである。
【０２５８】
　実施形態１４２は、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部のうちの一方が拡張可能で
ある、実施形態１３５又は１３８に記載の光フェルールである。
【０２５９】
　実施形態１４３は、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部のうちの一方は圧縮可能で
ある、実施形態１３５又は１３８に記載の光フェルールである。
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【０２６０】
　実施形態１４４は、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部のうちの他方が開口部を画
定する、実施形態１４３に記載の光フェルールである。
【０２６１】
　実施形態１４５は、第１の整列特徴部が一定のサイズ及び一定の形状を有する開口部を
画定し、第２の整列特徴部が圧縮可能である、実施形態１３５又は１３８に記載の光フェ
ルールである。
【０２６２】
　実施形態１４６は、第２の整列特徴部が、非圧縮状態及び圧縮状態を有し、圧縮可能な
第２の特徴部を、第１の整列特徴部の開口部のサイズ及び形状を有する物体の開口部に挿
入すると、第２の整列特徴部が非圧縮状態から圧縮状態に圧縮される、実施形態１４５に
記載の光フェルールである。
【０２６３】
　実施形態１４７は、第２の整列特徴部が第１の従順特徴部を含む、実施形態１４６に記
載の光フェルールである。
【０２６４】
　実施形態１４８は、第１の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の側部に配設された
エラストマー層である、実施形態１４７に記載の光フェルールである。
【０２６５】
　実施形態１４９は、第１の従順特徴部が、自由端と、第２の整列特徴部の本体の側部に
取り付けられた反対側の固定端とを有する可撓性アームを含む、実施形態１４７に記載の
光フェルールである。
【０２６６】
　実施形態１５０は、第２の整列特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態１４７
に記載の光フェルールである。
【０２６７】
　実施形態１５１は、第１の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の第１の側部に配設
された第１のエラストマー層であり、第２の従順特徴部が、本体の異なる第２の側部に配
設された第２のエラストマー層である、実施形態１５０に記載の光フェルールである。
【０２６８】
　実施形態１５２は、第１の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の第１の側部に取り
付けられた第１の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームを含み、
第２の従順特徴部が、本体の第１の側部の反対側の第２の側部に取り付けられた第２の固
定端及び反対側の第２の自由端を有する第２の可撓性アームを含み、第２の整列特徴部が
圧縮状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、第１の距離だけ離れており、
第２の整列特徴部が非圧縮状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、第１の
距離よりも大きい第２の距離だけ離れている、実施形態１５０に記載の光フェルールであ
る。
【０２６９】
　実施形態１５３は、第１の整列特徴部が一定のサイズ及び一定の形状を有し、第２の整
列特徴部が拡張可能な開口部を画定する、実施形態１３５又は１３８に記載の光フェルー
ルである。
【０２７０】
　実施形態１５４は、拡張可能な開口部が、非拡張状態及び拡張状態を有し、第１の整列
特徴部のサイズ及び形状を有する物体を拡張可能な開口部に挿入すると、開口部が非拡張
状態から拡張状態に拡張される、実施形態１５３に記載の光フェルールである。
【０２７１】
　実施形態１５５は、第２の整列特徴部が第１の従順特徴部を含む、実施形態１５４に記
載の光フェルールである。
【０２７２】
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　実施形態１５６は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の本体の第１の側部に配設
された第１のエラストマー層を備える、実施形態１５５に記載の光フェルールである。
【０２７３】
　実施形態１５７は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部に取り付けら
れた第１の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームを含む、実施形
態１５５に記載の光フェルールである。
【０２７４】
　実施形態１５８は、第２の整列特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態１５５
に記載の光フェルールである。
【０２７５】
　実施形態１５９は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部に配設された
第１のエラストマー層であり、第２の従順特徴部が、拡張可能な開口部の異なる第２の側
部に配設された第２のエラストマー層である、実施形態１５５に記載の光フェルールであ
る。
【０２７６】
　実施形態１６０は、第１の従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部に取り付けら
れた第１の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームを含み、第２の
従順特徴部が、拡張可能な開口部の第１の側部の反対側の第２の側部に取り付けられた第
２の固定端及び反対側の第２の自由端を有する第２の可撓性アームを含み、拡張可能な開
口部が非拡張状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、第１の距離だけ離れ
ており、拡張可能な開口部が拡張状態である時には、第１の自由端と第２の自由端とが、
第１の距離よりも大きい第２の距離だけ離れている、実施形態１５９に記載の光フェルー
ルである。
【０２７７】
　実施形態１６１は、第１の整列特徴部が、光フェルールのフェルール嵌合方向に沿った
第１の場所に配置され、第２の整列特徴部が、フェルール嵌合方向に沿った実質的に異な
る第２の場所に配置され、光フェルールがフェルール嵌合方向に沿って嵌合光フェルール
と嵌合する時に、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部が、嵌合光フェルールの対応す
る整列特徴部に実質的に同時に係合する、実施形態１３５又は１３８に記載の光フェルー
ルである。
【０２７８】
　実施形態１６２は、第１の場所が光フェルールの前方にあり、第２の場所が光フェルー
ルの後方にある、実施形態１６１に記載の光フェルールである。
【０２７９】
　実施形態１６３は、第１の整列特徴部が、第１の整列特徴部の第１の接触領域において
嵌合光フェルールの対応する第１の整列特徴部に接触するように適合されており、第２の
整列特徴部が、第２の整列特徴部の第２の接触領域において嵌合光フェルールの対応する
第２の整列特徴部に接触するように適合されており、第１の接触領域と第２の接触領域と
が、光フェルールの長さ寸法及び厚さ寸法に少なくとも沿って互いに対してオフセットし
ている、実施形態１３７又は１４０に記載の光フェルールである。
【０２８０】
　実施形態１６４は、光フェルールの長さ寸法に沿って光を受光し、受光した光を光フェ
ルールの厚さ寸法に沿ってリダイレクトするための少なくとも１つの光リダイレクト素子
を更に備える、実施形態１６３に記載の光フェルールである。
【０２８１】
　実施形態１６５は、光フェルールが嵌合方向に沿って実施形態１３５の第２の光フェル
ールと嵌合する時に、光フェルール及び第２の光フェルールを嵌合方向に沿って離れるよ
うに移動させると、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部が、嵌合方向に沿って復元力
を与えるように適合されている、実施形態１３５に記載の光フェルールである。
【０２８２】
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　実施形態１６６は、光フェルールが嵌合方向に沿って実施形態１３８の第２の光フェル
ールと嵌合する時に、光フェルール及び第２の光フェルールを嵌合方向に沿って離れるよ
うに移動させると、第１の整列特徴部及び第２の整列特徴部が、嵌合方向に沿って復元力
を与えるように適合されている、実施形態１３８に記載の光フェルールである。
【０２８３】
　実施形態１６７は、両性型である、実施形態１３５又は１３８に記載の光フェルールで
ある。
【０２８４】
　実施形態１６８は、一体型である、実施形態１３５又は１３８に記載の光フェルールで
ある。
【０２８５】
　実施形態１６９は、ハウジングと、少なくとも部分的にハウジング内に配設された実施
形態１３５又は１３８の光フェルールとを備えるコネクタである。
【０２８６】
　実施形態１７０は、光フェルールであって、
　一定のサイズ及び一定の形状を有する第１の整列特徴部と、
　開口部を画定する第２の整列特徴部であって、第２の整列特徴部が第１の従順特徴部を
含み、第１の従順特徴部が、第１の状態及び第１の状態とは異なる第２の状態を有し、そ
れにより、第１の整列特徴部のサイズ及び形状を有する物体を開口部に挿入すると、第１
の従順特徴部が第１の状態から第２の状態に変わる、第２の整列特徴部と、を備え、光フ
ェルールが、光を受光し、伝送するように適合されている、光フェルールである。
【０２８７】
　実施形態１７１は、第１の状態が、非撓曲状態又は非圧縮状態であり、第２の状態が、
撓曲状態又は圧縮状態である、実施形態１７０に記載の光フェルールである。
【０２８８】
　実施形態１７２は、第１の従順特徴部が第１の状態である時には、開口部が非拡張状態
であり、第１の従順特徴部が第２の状態である時には、開口部が拡張状態である、実施形
態１７０の光フェルールである。
【０２８９】
　実施形態１７３は、第１の従順特徴部がエラストマー層である、実施形態１７０に記載
の光フェルールである。
【０２９０】
　実施形態１７４は、第１の従順特徴部が、開口部の第１の側部に取り付けられた第１の
固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームである、実施形態１７０に
記載の光フェルールである。
【０２９１】
　実施形態１７５は、第２の整列特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態１７０
に記載の光フェルールである。
【０２９２】
　実施形態１７６は、第１の従順特徴部が、開口部の第１の側部に配設された第１のエラ
ストマー層であり、第２の従順特徴部が、開口部の異なる第２の側部に配設された第２の
エラストマー層である、実施形態１７５に記載の光フェルールである。
【０２９３】
　実施形態１７７は、第１の従順特徴部が、開口部の第１の側部に取り付けられた第１の
固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームであり、第２の従順特徴部
が、開口部の第２の側部に取り付けられた第２の固定端及び反対側の第２の自由端を有す
る第２の可撓性アームである、実施形態１７５に記載の光フェルールである。
【０２９４】
　実施形態１７８は、光フェルールが嵌合光フェルールと嵌合する時には、光フェルール
が、光フェルールの第１の寸法に沿った嵌合光フェルールに対する光フェルールの移動に
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よって、嵌合光フェルールから嵌合解除されるように適合されており、光フェルールが嵌
合フェルールと嵌合する時には、光フェルールが、光フェルールの第１の寸法に直交する
第２の寸法に沿った嵌合フェルールに対する光フェルールの移動によって、嵌合フェルー
ルから嵌合解除されるように適合されている、実施形態１７０の光フェルールである。
【０２９５】
　実施形態１７９は、第１の寸法が光フェルールの長さ寸法であり、第２の寸法が光フェ
ルールの厚さ寸法である、実施形態１７８に記載の光フェルールである。
【０２９６】
　実施形態１８０は、光フェルールであって、
　一定のサイズ及び一定の形状を有する開口部を画定する第１の整列特徴部と、
　第１の従順特徴部を含む第２の整列特徴部と、を備え、第１の従順特徴部が、第１の状
態及び第１の状態とは異なる第２の状態を有し、第２の整列特徴部を、第１の整列特徴部
の開口部のサイズ及び形状を有する物体の開口部に挿入すると、第１の従順特徴部が第１
の状態から第２の状態に変わり、光フェルールが、光を受光し、伝送するように適合され
ている、光フェルールである。
【０２９７】
　実施形態１８１は、第１の状態が、非撓曲状態又は非圧縮状態であり、第２の状態が、
撓曲状態又は圧縮状態である、実施形態１８０に記載の光フェルールである。
【０２９８】
　実施形態１８２は、第１の従順特徴部が第１の状態である時には、第２の整列特徴部が
非圧縮状態であり、第１の従順特徴部が第２の状態である時には、第２の従順特徴部が圧
縮状態である、実施形態１８０の光フェルールである。
【０２９９】
　実施形態１８３は、第１の従順特徴部がエラストマー層である、実施形態１８０に記載
の光フェルールである。
【０３００】
　実施形態１８４は、第１の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の第１の側部に取り
付けられた第１の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームである、
実施形態１８０に記載の光フェルールである。
【０３０１】
　実施形態１８５は、第２の整列特徴部が第２の従順特徴部を更に含む、実施形態１８０
に記載の光フェルールである。
【０３０２】
　実施形態１８６は、第１の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の第１の側部に配設
された第１のエラストマー層であり、第２の従順特徴部が、本体の異なる第２の側部に配
設された第２のエラストマー層である、実施形態１８５に記載の光フェルールである。
【０３０３】
　実施形態１８７は、第１の従順特徴部が、第２の整列特徴部の本体の第１の側部に取り
付けられた第１の固定端及び反対側の第１の自由端を有する第１の可撓性アームであり、
第２の従順特徴部が、本体の異なる第２の側部に取り付けられた第２の固定端及び反対側
の第２の自由端を有する第２の可撓性アームである、実施形態１８５に記載の光フェルー
ルである。
【０３０４】
　実施形態１８８は、光フェルールが嵌合光フェルールと嵌合する時には、光フェルール
が、光フェルールの第１の寸法に沿った嵌合光フェルールに対する光フェルールの移動に
よって、嵌合光フェルールから嵌合解除されるように適合されており、光フェルールが嵌
合フェルールと嵌合する時には、光フェルールが、光フェルールの第１の寸法に直交する
第２の寸法に沿った嵌合フェルールに対する光フェルールの移動によって、嵌合フェルー
ルから嵌合解除されるように適合されている、実施形態１８０の光フェルールである。
【０３０５】
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　実施形態１８９は、第１の寸法が光フェルールの長さ寸法であり、第２の寸法が光フェ
ルールの厚さ寸法である実施形態１８８に記載の光フェルールである。
【０３０６】
　図中の要素の説明は、別途指示がない限り、他の図中の対応する要素に等しく適用され
るものと理解されたい。具体的な実施形態を本明細書において例示し記述したが、様々な
代替及び／又は等価な実施により、図示及び記載した具体的な実施形態を、本開示の範囲
を逸脱することなく置き換え可能であることが、当業者により理解されるであろう。本出
願は、本明細書において論じた具体的な実施形態のいかなる適合例又は変形例であっても
包含することを意図する。したがって、本開示は、特許請求の範囲及びその等価物によっ
てのみ限定されるものとする。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図１Ｄ】

【図２Ａ】
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